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台 北 住みやすく、暮らしやすい都市
特集記事  
暮らしを支える 4 つの要素
台北で送る快適な生活



台 北

PICK UP POINTS 本誌は以下の場所で無料で配布してます。

瓶蓋工廠台北製造所 /  
瓶蓋工場台北製造所

☎ (02)2785-9900
〒 台北市南港路 2 段 13 号

POPOP TAIPEI

台北市政府觀光傳播局 /  
台北市観光伝播局

☎ (02)2720-8889 / 1999 内線 7564 
〒 台北市市府路 1 号 4 階

Department of Information and  
Tourism, Taipei City Government

台北記憶倉庫 / 台北記憶倉庫

☎ (02)2371-4597 
〒 台北市忠孝西路 1 段 265 号

Taipei Info Hub

台北市孔廟 / 台北市孔廟

☎ (02)2592-3934 
〒 台北市大龍街 275 号

Taipei Confucius Temple

台北市立圖書館 / 台北市立図書館
Taipei Public Library (Main & branches)

伊是咖啡 / IS コーヒー
Is Coffee 

金石堂書店 / 金石堂書店
Kingstone Bookstore

誠品書店 / 誠品書店
eslite Bookstore

MRT 各駅
All Stations of MRT Lines 

台北市旅遊服務中心 /  
台北市観光案内所
Visitor Information Centers in Taipei

台北松山機場 / 台北松山空港

☎ (02)8770-3430
〒 台北市敦化北路 340-9 号

Taipei Songshan Airport

國語日報語文中心 / 
国語日報語学センター

☎ (02)2341-8821 
〒 台北市福州街 2 号 2 階

Mandarin Daily News  
(Language Center) 

☎ (02)2378-6666 内線 6666
〒 台北市敦化南路 2 段 203 号 

遠企購物中心 / 
遠企ショッピングセンター
Taipei Metro the Mall

美國在台協會 / アメリカ在台湾協会
American Institute in Taiwan
☎ (02)2162-2000
〒 台北市金湖路 100 号 

松山車站 / 松山駅
Songshan Station
☎ (02)2767-3819
〒 台北市松山路 11 号

南港車站 / 南港駅
Nangang Station
☎ (02)2783-8645
〒 台北市南港路 1 段 313 号

台北美國學校 / 台北アメリカンスクール

☎ (02)2873-9900 
〒 台北市中山北路 6 段 800 号 

Taipei American School
士林官邸 / 士林官邸

☎ (02)2883-6340
〒 台北市福林路 60 号

Chiang Kai-shek  
Shilin Residence 

國立國父紀念館 / 国立国父紀念館

☎ (02)2758-8008
〒 台北市仁愛路 4 段 505 号

National Dr. Sun Yat-sen 
Memorial Hall

台北市政府市民服務組 /  
台北市役所市民サービスカウンター 

☎ (02)2720-8889 / 1999 内線 1011 
〒 台北市市府路 1 号 

The public service group of  
Taipei City Government

台北之家 / 台北之家

☎ (02)2511-7786
〒 台北市中山北路 2 段 18 号 

Taipei Film House

台北二二八紀念館 / 台北二二八紀念館

☎ (02)2389-7228
〒 台北市凱達格蘭大道 3 号 

Taipei 228 Memorial Museum

交通部觀光局旅遊服務中心 /  
交通部観光局トラベルサービスセンター

☎ (02)2717-3737 
〒 台北市敦化北路 240 号 

Travel Service Center, Tourism Bureau, 
M.O.T.C

〒 台北市北平東路 7 号

台北國際藝術村 / 台北国際芸術村

☎ (02)3393-7377 
Taipei Artist Village

市長官邸藝文沙龍 / 
市長官邸アートサロン

☎ (02)2396-8198
〒 台北市徐州路 46 号

Mayor’s Residence Arts Salon

台北當代藝術館 / 台北当代芸術館 

☎ (02)2552-3721
〒 台北市長安西路 39 号

Museum of Contemporary Art 
(MoCA), Taipei

國立中正紀念堂 / 国立中正紀念堂

☎ (02)2343-1100 
〒 台北市中山南路 21 号 

National Chiang Kai-shek  
Memorial Hall 

台湾桃園国際空港第二ターミナル 到着 
ロビーのトラベルサービスセンター 

☎ (03)398-3341 
〒 桃園市大園区航站南路 9 号 

Tourist Service Center at Arrival Lobby, 
Taiwan Taoyuan International Airport 
Terminal 2

台湾桃園国際空港第一ターミナル 到着 
ロビーのトラベルサービスセンター 

☎ (03)398-2194 
〒 桃園市大園区航站南路 15 号 

Tourist Service Center at Arrival Lobby, 
Taiwan Taoyuan International Airport 
Terminal 1

☎ (02)2382-2566 
〒 台北市襄陽路 2 号

國立台湾博物館 / 国立台湾博物館
National Taiwan Museum 

華山 1914 文化創意產業園區 /
華山 1914 文化クリエイティブパーク

☎ (02)2358-1914 
〒 台北市八德路 1 段 1 号

Huashan 1914 Creative Park 

松山文創園區 /  
松山文化クリエイティブパーク

☎ (02)2765-1388  
〒 台北市光復南路 133 号

Songshan Cultural and  
Creative Park 



ど の 都 市 に も 独 自 の 魅 力 が あ る よ う に、 台 北 は グ ル メ、
住 み や す さ、 安 全 性 や 利 便 性 の 高 さ で 知 ら れ て い ま す。 こ
の 十 年 間、 台 北 は 国 際 メ デ ィ ア が 選 ぶ 世 界 で 最 も 住 み や す
い 都 市 に 何 度 も 名 前 を 挙 げ ら れ て お り、 海 外 か ら の 移 住 者
も増えています。

そ こ で、 今 回 は「 快 適 さ 」 を テ ー マ に、 パ ブ リ ッ ク ア ー
ト や 交 通、 美 食、 医 療 制 度 と い う 四 つ の 視 点 か ら 台 北 の 魅
力を検証しました。

ま た、 新 旧 の 建 築 様 式 が 入 り 混 じ っ た 台 北 の 独 特 な 風 景
に も 注 目 し、 近 代 に 建 て ら れ た 驚 く べ き 建 築 物 の 数 々 を 紹
介しています。

加 え て、 台 北 に は 長 い 歴 史 を 持 つ 建 築 物 も 少 な く あ り ま
せ ん。 そ の 代 表 と も 言 え る 大 龍 峒 に あ る 保 安 宮 で は、 董 事
長 の 廖 武 治 氏 に 案 内 を し て も ら い な が ら、 当 宮 の 歴 史 や ユ
ニ ー ク な 装 飾、 そ し て 2023 年 の 保 生 文 化 祭 に つ い て お 話
いただきました。

街 の 知 性 は 住 民 の 読 書 習 慣 に 現 れ る と い う こ と で、 ベ テ
ラ ン 編 集 者 の 李 恵 貞 氏 が 推 進 す る 読 書 プ ロ ジ ェ ク ト も 取 材
しています。

現 在、 海 外 か ら の 労 働 者 が 増 え て い る 台 北 で は、 政 府 に
よ る カ ウ ン セ リ ン グ や ケ ア サ ー ビ ス の ほ か に、NGO 団 体
｢One -Forty」 が 興 味 深 い サ ー ビ ス を 展 開 し て い ま す。 そ ち
らも詳細をまとめたので要注目です。

グ ル メ に 関 し て は、 台 湾 の 伝 統 と も 言 え る 餃 子 と 焼 き 菓
子にスポットを当てています。

最 後 に、 長 年 ラ ジ オ 業 界 に 携 わ る テ ィ ム・ ベ ル ジ 氏 を 取
材し、彼が台湾国籍を取得してまで台北に住み続ける理由、
そして台北の魅力について伺いました。

今 季 の『TAIPEI』 の 内 容 を 通 し て、 台 北 の 快 適 さ が 伝 わ
れば幸いです。

住みやすく、
暮らしやすい
都市

編 集 者 の 言 葉

EDITOR’S 
INTRODUCTION

アンケートに答えて 
抽選キャンペーンに参加しよう！
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台北で送る快適な生活

台北は、英国の雑誌『Monocle』で行われた 2022 年の住みやすい都市ランキングで第 10 位に
選出されました。他にも BBC など世界的なメディアでも世界で最も快適な都市に選ばれています。
そんな台北の魅力は果たしてどこにあるのでしょうか？

今回、台北在住の異なるジャンルの専門家 4 名をお招きし、芸術・文化、交通、グルメ、医療制
度の観点から台北の魅力をご紹介いただきました。

台北市立美術館の館長を務める王俊傑（ワン・ジュンジエ）氏は、これまでの伝統の枠組みに囚
われない台北の先進的なパブリックアートに関して、台北市政府交通局の総合企画課の課長を務め
る張鈞凱（ジャン・ジュンカイ）氏は、台北の交通ネットワークの利便性が旅行者や地元住民に与
える影響を紹介しました。また、ライフスタイルジャーナリストの許育華（シュー・ユーファー）
氏は、台北が世界的な「食の都」であると分析するその理由を話してくださって、中医学の開業医
である羅珮琳（ルオ・ペイリン）氏は、海外から患者が訪れるほど高い台北の医療制度について教
えて下さいました。

01

01. 台北市内にはたくさんの公園があり、市民があそこにまったりと時間を送ります。

暮らしを支える 4 つの要素
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02

台
北
で
は
、
従
来
の
大
型
パ

ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
か
ら
の
脱
却

を
図
り
、
時
代
の
先
端
を
走
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
へ
の
挑
戦

を
行
っ
て
い
ま
す
。
王
氏
に
よ

れ
ば
、
台
北
市
政
府
が
主
体
と

な
り
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

を
通
じ
て
地
域
住
民
の
生
活
を

記
録
す
る
こ
と
で
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
を
日
常
へ
浸
透
さ
せ

る
試
み
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
革
新
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
と
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
特
定
の
地
域
に
住
ま
わ
せ
、

地
域
住
民
と
と
も
に
パ
ブ
リ

ッ
ク
ア
ー
ト
を
制
作
す
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス
も
実
施
。
地
域
の
暮

ら
し
と
ア
ー
ト
を
融
合
さ
せ

た
素
晴
ら
し
い
事
例
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
王
氏
は
、

2
0
1
9
年
に
台
北
市
社
会

局
が
開
催
し
た
「
植
変

：

身
態

園
丁
的
大
療
癒
術
」
と
い
う
活

動
も
好
例
と
し
て
挙
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
様
々
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー

ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
オ
ー
プ
ン
に
対
話
で
き

る
場
を
創
出
。
参
加
者
は
花
を

植
え
る
こ
と
で
作
品
制
作
に
携

わ
る
達
成
感
を
味
わ
え
ま
す

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も

美
し
い
景
観
が
生
ま
れ
、
街
全

体
に
活
力
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

台
北
都
市
発
展
局
が
実
施
し

た
非
物
理
的
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
「
芸
居

：

家
的
進
行
式
」
も

注
目
す
べ
き
活
動
で
す
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
都
市
に
パ

ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
作
り
出
す

計
画
の
第
一
弾
で
、
ア
ー
ト
を

通
じ
て
生
活
空
間
の
中
に
新
た

な
想
像
力
を
生
み
出
そ
う
と
い

う
企
画
。
舞
台
芸
術
、
ア
ー
ト

・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
、
常
設

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

3
つ
の
ア
ー
ト
形
態
を
統
合

し
、
さ
ら
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
や
壁
画
を
用
い
て
、
歴

史
的
、
文
化
的
記
憶
の
継
承
、

社
会
正
義
、
環
境
の
サ
ス
テ
ィ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
っ
た
問
題
を

芸術

パブリックインスタレーション
の流行発信基地

02. 興隆公営住宅にある「移動博物館」というインスタレーションは涂維政氏
の作品です。( 写真 / 帝門芸術教育基金会 ）
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取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
現
在
、
松
山
健

康
社
宅
、
萬
華
青
年
社
宅
、
文

山
興
隆
社
宅
、
南
港
東
明
社
宅

な
ど
の
公
営
住
宅
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

羅
斯
福
路
に
あ
る
台
湾
電
力

の
本
社
ビ
ル
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
ビ
ル
の
入
口
の
上
に
は

「
日
光
域
」
と
い
う
作
品
が
あ

り
、
こ
れ
は
古
く
な
っ
た
街
灯

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
作
ら
れ
ま

03

台
北
に
は
現
在
、
5
本
の

メ
ト
ロ
路
線
と
2
8
0
本

を
超
え
る
バ
ス
路
線
が
あ
り

ま
す
。
加
え
て
、
シ
ェ
ア
バ

イ
ク
の
「YouBike 2.0

」
が

1
3
0
0
0
台
配
備
さ
れ
る

な
ど
交
通
手
段
が
充
実
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
よ
り
便
利
か
つ
効

率
的
に
市
内
の
移
動
が
行
え
る

の
で
す
。

張
氏
に
よ
れ
ば
、YouBike

の
回
転
率
は
世
界
一
を
誇
り
ま

す
。
回
転
率
と
は
1
台
の
自
転

車
が
1
日
に
何
回
利
用
さ
れ
た

か
を
示
す
も
の
で
、
台
北
で

はYouBike

が
1
日
平
均
10
回

ほ
ど
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
目
指
し
、
路
線
バ
ス
の

EV
化
を
促
進
。
2
0
3
0
年

ま
で
に
電
動
バ
ス
の
利
用
率

1
0
0
％
を
目
指
す
と
張
氏
は

話
し
ま
す
。

台
北
交
通
局
で
は
公
共
交
通

機
関
の
利
用
促
進
を
優
先
し

て
お
り
、
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
に
定
期
券
の
販
売

を
始
め
ま
し
た
。
価
格
は
毎
月

N
T
$
1
2
8
0
で
、
M
R
T
、

バ
ス
（
運
賃
が
一
定
の
も
の
に

限
る
）
、
淡
海
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
が
無
制
限
で
乗
車
可
能
。

YouBike

も
最
初
の
30
分
間
は

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
交
通
局
で
は
2
0
1
5

年
に
「
台
北
市
鄰
里
交
通
環
境

改
善
計
画
」
を
立
案
し
ま
し

た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

路
上
に
あ
る
駐
車
エ
リ
ア
の
改

修
や
狭
い
道
路
の
歩
道
部
分
を

緑
色
に
塗
り
安
全
性
を
高
め
る

な
ど
、
人
々
の
生
活
環
境
を
よ

り
快
適
に
す
る
施
策
で
す
。

市
政
府
で
は
、
歩
行
者
に
優

し
い
交
通
環
境
の
整
備
と
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
交
通
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
、
安
全
か
つ
快
適
な

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

交通

グリーン化する都市

台北市立美術館の館長を務めるほか、現代芸術のコミュニ
ティでも活動を行い、さまざまな組織のリーダーとしての
経験を持つ。また、台北市立美術館と国立台湾美術館で諮
問委員会と収蔵委員会も兼任している。

王俊傑

し
た
。
台
湾
電
力
の
イ
メ
ー
ジ

だ
け
で
な
く
、
環
境
問
題
に

取
り
組
む
社
会
の
姿
勢
に
も

合
致
し
た
複
層
的
な
ア
ー
ト

作
品
で
す
。

台
北
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

は
大
型
の
物
理
的
な
作
品
だ
け

で
は
な
く
、
演
劇
や
メ
デ
ィ
ア

作
品
、
地
域
住
民
が
制
作
に

参
加
で
き
る
企
画
が
豊
富
に

あ
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
な

の
で
す
。

03. 台電大楼の入口の上にあるエコをモチーフ
にしたパブリックアート「日光域」。( 写真 / 
Yuskay Huang ）
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04

05

05

04. 台北市は MRT やバス、シェアサービ
スなど利便性の高い交通ネットワークが敷
かれています。( 写真 / Yuskay Huang ） 

05. 近年、台北市政府は路地における歩行
者の安全性向上を目的とした計画をしてい
ます。

台北市政府交通局総合企画課課長。交通政策の調査・立案、交通システム
の総合企画、行政業務計画の監査・管理、交通データの収集、分析を担当。

張鈞凱

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
住
民
の

生
活
が
改
善
す
る
だ
け
で
な

く
、
観
光
客
に
も
便
利
な
移
動

手
段
の
提
供
と
発
展
し
て
い
く

台
北
の
利
便
性
を
体
験
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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そ
の
都
市
の
「
美
食
」
は
、

そ
の
地
の
食
文
化
の
豊
か
さ
が

大
き
く
影
響
を
与
え
ま
す
。
台

北
で
は
台
湾
料
理
だ
け
で
な

く
、
客
家
料
理
や
中
華
料
理
、

日
本
料
理
な
ど
文
化
的
な
繋
が

り
の
あ
る
料
理
が
根
付
い
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
台
北
の
国
際

料
理
の
水
準
は
高
く
、
フ
ラ
ン

ス
や
イ
タ
リ
ア
、
東
南
ア
ジ

ア
、
イ
ン
ド
、
ト
ル
コ
な
ど
各

国
の
料
理
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。

台
北
は
多
彩
な
味
覚
が
集
ま
る

場
所
な
の
で
す
。

同
時
に
食
品
を
扱
う
様
々
な

市
場
も
台
北
の
食
を
豊
か
に
し

て
い
る
要
因
の
1
つ
で
す
。
例

え
ば
、
南
門
や
士
東
と
い
っ
た

伝
統
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
近
代

的
な
ス
ー
パ
ー
、
食
品
を
扱
う

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
グ
ル
メ
に
は
欠

か
せ
な
い
食
品
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
連
れ
や
ペ
ッ

ト
連
れ
が
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
食
べ
物
で
も
満
足
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、
台
北
は
巨
大
な
フ

ー
ド
コ
ー
ト
だ
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
国
や
都
市
を
旅
し
て

き
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
許
氏

は
、
食
に
つ
い
て
独
自
の
見
解

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
彼

女
は
、
台
北
の
人
々
の
日
常
生

活
を
見
る
と
、
食
に
対
す
る
重

要
性
や
熱
意
の
高
さ
が
見
て
と

れ
る
と
言
い
ま
す
。
「
美
食
」

は
会
話
の
話
題
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
や

テ
レ
ビ
番
組
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
ほ
ど
日
常
的
な
テ
ー
マ
だ

か
ら
で
す
。

台
北
は
早
朝
で
も
深
夜
で

も
、
時
間
を
問
わ
ず
い
つ
で
も

美
味
し
い
も
の
に
出
会
え
る

街
で
す
。
価
格
帯
も
様
々
で
、

N
T
$
1
0
0
の
庶
民
的
な

味
か
ら
N
T
$
1
0
0
0
を

超
え
る
高
級
な
味
も
体
験
で

き
ま
す
。

グルメ

特大美食ホール

06. 柔らかい挽き肉が入り、皮が薄くてジューシーな小籠包は、台湾を代表する料理だけでなく、 
外国人旅行者にも愛されています。( 写真 / April Chen ）

06
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07-08. 麺類などの屋台料理は、観光客でも気軽
に楽しめる台湾の味です。

07

08

長
年
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン

に
滞
在
し
て
き
た
許
氏
は
仕
事

柄
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
た
ち

に
出
会
う
そ
う
で
す
。
そ
ん
な

中
で
、
外
国
の
友
人
が
初
め
て

台
北
を
訪
れ
る
際
に
オ
ス
ス
メ

す
る
の
が
、
鼎
泰
豊
の
小
籠

包
。
種
類
が
多
く
、
水
準
も
高

い
こ
と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
文
化

の
人
々
が
楽
し
め
る
の
だ
と

『Marie Claire』などの雑誌で活躍するライフスタイルジャー
ナリスト。デザインやライフスタイル、旅行、文化を専門とす
るライターでもあり、『Wallpaper* City Guide Taipei』で執
筆をしている。

許育華

か
。
ま
た
、
牛
肉
麺
も
彼
女
の

お
す
す
め
の
1
つ
。
「
麺
」
は

国
際
言
語
で
あ
り
、
台
湾
の
牛

肉
麺
は
牛
肉
と
ス
ー
プ
の
バ
ラ

ン
ス
が
よ
く
、
外
国
人
か
ら
の

評
価
も
高
い
と
言
い
ま
す
。

許
氏
に
よ
れ
ば
、
台
北
の
日

常
生
活
や
食
文
化
を
理
解
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
夜
市
や
街
角
に

あ
る
屋
台
料
理
を
食
べ
る
こ
と

が
一
番
だ
そ
う
で
す
。
特
に
中

山
区
に
あ
る
梁
記
嘉
義
鶏
肉

飯
、
大
稲
埕
に
あ
る
意
麺
王
、

中
正
区
に
あ
る
康
楽
意
小
吃
店

の
中
華
ま
ん
、
焼
き
中
華
ま

ん
、
大
根
も
ち
な
ど
が
お
す
す

め
。
こ
の
他
に
も
紹
介
し
き
れ

な
い
ほ
ど
、
台
北
に
は
美
食
が

溢
れ
て
い
ま
す
。

友
人
へ
お
土
産
を
渡
す
機
会

が
多
い
彼
女
に
と
っ
て
、
最
も

無
難
な
選
択
肢
は
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
ケ
ー
キ
だ
そ
う
で
す
。
台
湾

の
食
文
化
を
知
っ
て
も
ら
う
際

に
は
、
国
産
フ
ル
ー
ツ
を
使
用

し
た
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
、
イ

タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
の
友
人
に

は
、
「
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
チ
ー

ズ
」
と
呼
ば
れ
る
腐
乳
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
そ
う
で
す
。
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台
湾
の
医
療
制
度
は
世
界
的

に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
て
、

医
療
資
源
の
大
半
が
台
北
に
集

中
し
て
い
ま
す
。
等
級
に
応
じ

て
分
け
ら
れ
た
国
民
医
療
保
険

制
度
は
に
よ
り
、
一
般
的
な
疾

病
は
各
科
で
診
察
を
受
け
、
必

要
に
応
じ
て
規
模
の
大
き
い
病

院
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
安
価
な
費
用
で
治
療
が

受
け
ら
れ
る
の
で
す
。
ま
た
、

台
湾
の
国
保
は
自
国
民
だ
け
で

な
く
、
外
国
人
移
住
者
も
同
様

の
恩
恵
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
外
国
人
移
住
者
は
も

ち
ろ
ん
、
海
外
に
住
ん
で
い
る

人
も
治
療
の
た
め
に
台
北
を
訪

れ
ま
す
。

台
北
で
何
年
も
医
療
に
携
わ

っ
て
い
る
羅
氏
に
よ
れ
ば
、
ド

イ
ツ
人
の
患
者
さ
ん
は
台
湾
を

訪
問
す
る
た
び
に
診
察
に
訪
れ

る
そ
う
で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
中

医
学
の
診
察
を
受
け
る
の
に
時

間
が
か
か
る
上
に
、
全
て
自
費

で
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
費
用
が
高
額
で
す
。

人
体
の
経
路
や
ツ
ボ
、
薬
草

に
精
通
し
て
い
る
中
医
学
は
、

外
国
人
に
と
っ
て
西
洋
医
学
と

は
異
な
る
魅
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
手
の
痛
み
を
訴

え
て
受
診
し
た
患
者
に
対
し
、

中
医
学
の
医
師
は
患
部
だ
け
を

見
る
の
で
は
な
く
、
睡
眠
習
慣

や
気
分
を
尋
ね
ま
す
。
こ
れ
は

中
医
学
の
「
望
聞
問
切
」
と
い

う
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
す
。

加
え
て
、
中
医
学
の
治
療
法
は

種
類
が
多
く
、
薬
の
処
方
や

鍼
、
灸
、
湿
布
な
ど
様
々
な
選

択
肢
が
あ
り
ま
す
。

台
北
の
医
師
は
中
医
学
と
西

洋
医
学
の
両
方
を
学
ん
で
い
る

人
や
、
留
学
経
験
の
あ
る
人
が

多
い
で
す
。
外
国
語
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
の

で
、
中
国
語
が
話
せ
な
い
旅
行

健康

高い評価を受ける医療制度

09. 外国人の観光客は中医学の概念や、
その保健と治療の効果にとても興味を持つようです。

09
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婦人科、皮膚科、一般内科を専門とする璽悅中醫診所の院長を務め
る。メディア番組のコンサルタントや健康生活メディアでの執筆、中
医学に関する著書の執筆などをしている。

羅珮琳

10. 台北にある大病院の多くは交通の便が良い所にあります。( 写真 / 台北栄民総医院 ）

者
や
外
国
人
移
住
者
で
も
診
察

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
一

部
の
診
療
所
で
は
通
訳
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
場
所
も
あ
り

ま
す
。

10
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文：Jenna Lynn Cody 　編集：下山敬之 　 
写真：Yuskay Huang、法鼓山文教基金会、台北表演芸術中心、台北流行音楽中心、Chris Stowers、Shao Bo Zhao

台北のクールでモダンな建物を探索

01
01. 近年、台北にはユニークでモダンな建築様式が数多く見られますが、士林にある台北表演
芸術中心は、その中でも特に異彩を放つ建築物です。( 写真 /Chris Stowers ）

台北の歴史的建造物が紹介される際、煌びやかな寺院や日本統治時代の建物ばかりが注目され
がちです。しかし、市内にはモダンな建造物が多くあり、それらもまた台北の美しい景観を作り
出すピースの 1 つとなっています。

例えば、20 世紀中頃に建てられた農禅寺はミニマルで美しい外観をしていますし、国立台湾師
範大学の美術館は、台北市街地にある建物の新旧対比構造を表しています。台北表演芸術中心は
アーティストとパブリックそれぞれにとって劇場とは何かを問う構造に、台北流行音楽中心は台
北の地形と宇宙船のような近未来的な構造で、創造的な都会の生活リズムを描いています。

これらの建造物は古いもので 20 世紀中期、最近のものだとこの 2 年以内と建設時期はバラバラ
です。にも関わらず、いずれもバランスとアシンメトリーを考慮した作りとなっています。機能
性に配慮したデザインでありながらも、人々の感情に訴えかけ、アートを創造し、さらに人々を
包み込んで都市の景観にもしっかりと溶け込んでいるのです。こうした建造物は、伝統的なデザ
インを超越し、台北の現代を見据えるきっかけを与えてくれます。



13 12TAIPEI SPRING  2023

02

03

02. 壁に刻まれた般若心経が日差しで床に反射す
る光景は、美しくも神々しい印象を与えます。
( 写真 / 法鼓山文教基金会 ）

03. 農禅寺の水月道場は風情があり、禅の心が感
じられます。( 写真 / 法鼓山文教基金会 ）

M
R
T
奇
岩
駅
か
ら
徒
歩

10
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る

閑
静
な
通
り
に
、
陽
明
山
が

一
望
で
き
る
農
禅
寺
が
あ
り

ま
す
。
人
通
り
の
少
な
い
路

地
が
目
印
で
あ
り
、
最
後
ま

で
進
む
と
姚
仁
喜
氏
に
よ
っ

て
設
計
さ
れ
た
ミ
ニ
マ
ル
で

モ
ダ
ン
な
農
禅
寺
が
姿
を
表

し
ま
す
。
姚
氏
は
国
立
故
宮

博
物
院
南
部
院
区
や
国
立
台

湾
史
前
文
化
博
物
館
の
南
科

考
古
館
な
ど
を
設
計
し
た
著

名
な
建
築
家
で
す
。

農
禅
寺
は
1
9
7
5
年
に

仏
僧
で
あ
り
、
学
生
で
も
あ

っ
た
東
初
老
師
に
よ
っ
て
簡

素
な
農
舎
と
し
て
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
初
老

師
を
継
い
だ
聖
厳
老
師
に
よ

っ
て
現
在
の
姿
へ
と
拡
張
さ

れ
ま
し
た
。
境
内
は
美
し
い

池
（
水
月
道
場
）
と
山
々
に

囲
ま
れ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
が
、

心
地
よ
い
静
寂
感
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
白
と

グ
レ
ー
を
基
調
と
し
た
建
物

は
、
訪
問
者
に
安
心
感
を
与

え
、
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
ラ
イ

ン
と
考
え
抜
か
れ
た
ア
シ
ン

メ
ト
リ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
が
、

こ
の
寺
院
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を

補
完
し
て
い
ま
す
。

大
殿
（
本
殿
）
の
片
側
に
は

小
さ
な
水
晶
の
仏
像
が
点
在

し
て
い
る
ほ
か
、
吹
き
抜
け

に
な
っ
て
い
る
2
階
の
壁
に

は
般
若
心
経
が
刻
ま
れ
て
お

り
、
差
し
込
む
日
光
が
神
聖

な
文
字
を
照
ら
し
て
い
ま
す
。

仏
像
が
点
在
す
る
庭
園
は

農禅寺
MRT奇岩駅

散
歩
に
最
適
で
す
。
回
廊
は

一
定
の
間
隔
で
壁
が
無
く
な

っ
て
お
り
、
有
と
無
、
明
と

暗
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
調

さ
れ
て
い
ま
す
。
水
月
道
場
、

庭
園
、
回
廊
い
ず
れ
も
静
か

に
熟
考
で
き
る
空
間
と
な
っ

て
お
り
、
高
速
道
路
の
近
く

と
い
う
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も

関
わ
ら
ず
、
別
世
界
の
よ
う

な
印
象
を
与
え
ま
す
。
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国
立
台
湾
師
範
大
学
の
キ

ャ
ン
パ
ス
は
、
そ
の
建
築
様

式
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
も
と
も
と
の
キ
ャ

ン
パ
ス
は
和
平
東
路
の
南
側

に
あ
り
、
日
本
統
治
時
代
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
20
世
紀
初
期
の
日
本
式

バ
ロ
ッ
ク
建
築
の
要
素
が
含

ま
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

道
路
を
挟
ん
で
向
か
い
に
あ

る
新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
対
象
的

に
現
代
建
築
の
要
素
が
見
ら

れ
ま
す
。

師
範
大
学
の
美
術
館
は
賑

や
か
な
和
平
東
路
か
ら
離
れ

た
場
所
に
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
入
り
口
か
ら
入
る
か
、

大
学
の
敷
地
に
隣
接
す
る
緑

豊
か
な
路
地
か
ら
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
。
最
も
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
の
は
、
麗
水
街
33

巷
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
で
す
。

並
木
や
ベ
ン
チ
、
カ
フ
ェ
が

点
在
す
る
通
り
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
独
特
の
静
け
さ
が
あ
り
、

や
す
ら
ぎ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

美
術
館
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

よ
う
に
尖
っ
た
金
属
が
集
ま

っ
た
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、

近
未
来
的
な
宇
宙
船
や
折
り

紙
で
折
っ
た
蜂
の
巣
の
よ
う

に
も
見
え
ま
す
。
そ
の
特
徴

的
な
外
観
は
周
囲
に
あ
る
日

本
統
治
時
代
の
建
物
と
は
対

照
的
で
す
。
見
方
に
よ
っ
て

は
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
が
伝
統
的

な
美
し
さ
を
破
壊
す
る
よ
う

に
、
美
術
館
の
近
未
来
的
な

構
造
は
破
壊
の
象
徴
と
誤
解

さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
新
し
い
建
物

に
よ
っ
て
、
周
囲
に
あ
る
歴

史
的
な
建
物
に
も
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
建
物
の
特
徴
と
し
て
、

全
体
を
見
渡
せ
る
角
度
が
存

在
し
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
む
し
ろ
、
周
辺
を
歩

く
こ
と
で
違
っ
た
角
度
や
視

点
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。

美
術
館
の
設
計
を
担
当
し
た

陳
聖
中
（
チ
ェ
ン
・
シ
ョ
ン

ジ
ョ
ン
）
氏
は
、
「
建
築
は

詩
の
よ
う
に
、
都
市
は
本
の

よ
う
に
。
本
が
詩
で
い
っ
ぱ

い
な
ら
、
街
は
文
化
を
持
つ

だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
美
術
館
は
、
詩
の
よ
う

に
見
る
角
度
や
時
間
帯
に
よ

国立台湾師範大学美術館
MRT古亭駅

っ
て
変
化
し
、
予
期
し
な
か

っ
た
驚
く
べ
き
観
点
を
無
数

に
与
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

国
立
台
湾
師
範
大
学
の
美

術
館
で
は
1
9
4
7
年
以
来
、

学
生
や
教
職
員
の
作
品
の
中

心
と
し
た
台
湾
の
モ
ダ
ン
ア

ー
ト
を
展
示
し
て
き
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
ル
は
油
絵
、
水
墨
画
、

書
道
、
版
画
、
応
用
美
術
な

ど
で
、
3
0
0
0
点
以
上
の

作
品
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

台
湾
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
に
お

け
る
ニ
ッ
チ
な
分
野
を
カ
バ

ー
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
般

市
民
に
も
台
湾
の
現
代
美
術

の
歴
史
と
変
遷
を
学
び
、
自

ら
参
加
で
き
る
場
所
を
与
え

て
い
ま
す
。
同
美
術
館
の
公

式Facebook

で
は
、
定
期
的

に
講
座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

催
の
告
知
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
気
に
な
っ
た
方
は
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

04. 師範大学の美術館は、192.8 枚のチタン製の板を使用
しており、台湾初となる 360 度全方位から三角形が見え
る建物です。( 写真 / Yuskay Huang ）

04
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M
R
T
の
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン

は
一
部
地
上
を
走
っ
て
い
て
、

台
北
の
景
観
が
楽
し
め
ま
す
。

伝
統
的
な
中
華
建
築
の
圓
山
大

飯
店
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
現
代

的
な
台
北
表
演
芸
術
中
心
が
見

え
て
き
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
を

設
計
し
た
の
は
、
シ
ア
ト
ル
中

央
図
書
館
や
デ
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
な
ど
の
設
計
で
知
ら
れ
る
世

界
的
に
有
名
な
オ
ラ
ン
ダ
人
建

築
家
レ
ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
氏

と
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ジ
ャ
ノ
ッ
テ

ン
氏
。

2
0
2
1
年
に
完
成
し
た

台
北
表
演
芸
術
中
心
は
、
台
北

の
モ
ダ
ン
建
築
の
中
で
最
も

新
し
い
作
品
で
す
。
同
セ
ン

タ
ー
は
、
包
括
性
と
芸
術
施

設
の
「
保
守
的
な
内
部
構
造
」

の
打
破
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
設
計

さ
れ
、
C
N
N
の
「
2
0
2
1

年
に
世
界
を
形
作
る
変
幻
自

在
の
建
物
」
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
古
い
建
物
が

立
ち
並
ぶ
士
林
夜
市
付
近
の

エ
リ
ア
に
お
い
て
一
際
目
立

っ
て
い
て
、
特
に
南
側
か
ら

近
づ
く
と
強
い
視
覚
的
イ
ン

パ
ク
ト
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
地
元
で
は
「
貢
丸

（
つ
み
れ
）
」
の
愛
称
で
呼
ば

れ
る
大
き
な
球
体
が
あ
る
か

ら
。
本
館
か
ら
球
体
が
飛
び

出
る
よ
う
な
構
造
と
な
っ
て

い
て
、
広
い
屋
外
公
共
広
場

の
上
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。
2
階
に

は
、
M
R
T
や
近
隣
を
見
渡

せ
る
波
型
の
窓
や
小
さ
な
読

書
ス
ペ
ー
ス
、
7
階
に
は
士

林
エ
リ
ア
の
広
大
な
景
色
を

眺
め
な
が
ら
高
級
な
洋
食
や

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
コ
ー
ヒ
ー
、

ド
リ
ン
ク
が
楽
し
め
る
人
気

の
カ
フ
ェ
バ
ー
＆
レ
ス
ト
ラ

ン
「ACM

E

」
が
あ
り
ま
す
。

台北表演芸術中心
MRT剣潭駅

05. 台北表演芸術中心の球体は、士林の新しいランド
マークとなりました。( 写真 / Shao Bo Zhao ）

05
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台
北
表
演
芸
術
中
心
は
、
3

つ
の
独
立
し
た
劇
場
が
全
て

共
通
の
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
に

繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
施
設
で
す
。
地
球
儀

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
の

が
「
球
劇
場
」
で
、
最
も
知

名
度
が
高
い
で
す
。
長
方
形

の
「
大
劇
院
」
も
球
劇
場
と

同
様
に
外
に
突
き
出
し
た
構

造
と
な
っ
て
い
て
、
中
央
に

は
ブ
ル
ー
ボ
ッ
ク
ス
と
呼
ば

れ
る
小
さ
い
劇
場
が
あ
り
ま

す
。
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
が
見

え
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ル
ー
プ
」

か
ら
は
、
普
段
は
見
え
な
い

舞
台
芸
術
の
一
面
が
垣
間
見

え
ま
す
。

06. エスカレーターのある空間は、最先端の
テクノロジーを連想させます。( 写真 / 台北表
演芸術中心 ）

06
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07

台
北
の
モ
ダ
ン
建
築
と
聞
い

て
、
南
港
を
最
初
に
思
い
浮
か

べ
る
人
は
ま
ず
い
ま
せ
ん
。
南

港
と
言
え
ば
、
展
示
会
で
有
名

な
台
北
南
港
展
覽
館
や
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
が
林
立
す
る
場
所
と
し

て
知
ら
れ
て
い
て
、
台
北
表
演

芸
術
中
心
は
お
ろ
か
、
新
た
な

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ

る
可
能
性
も
低
い
場
所
で
し

た
。
し
か
し
、
台
北
市
政
府
が

士
林
の
台
北
表
演
芸
術
中
心
と

南
港
の
台
北
流
行
音
楽
中
心
を

含
む
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
た

こ
と
で
状
況
は
一
変
。

南
港
の
複
合
施
設
は
、
高
雄

港
旅
客
運
中
心
や
南
投
県
の
阿

里
山
の
観
光
遊
歩
道
な
ど
で
知

ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の

建
築
家
ジ
ェ
シ
ー
・
ラ
イ
ザ
ー

氏
と
梅
本
奈
々
子
氏
が
設
計
を

担
当
し
ま
し
た
。
完
成
し
た
施

設
は
、
一
見
す
る
と
大
通
り
を

ま
た
ぐ
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

よ
う
に
、
広
大
な
敷
地
の
中
に

あ
る
複
数
の
ビ
ル
や
広
場
を
歩

道
橋
が
繋
い
で
い
ま
す
。
建
築

家
自
身
が
、
「
流
れ
る
よ
う
な

結
晶
構
造
の
幾
何
学
」
か
ら
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
と

表
現
し
て
い
る
よ
う
に
、
陽
光

に
輝
く
昼
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
る
夜
も
、
ひ
と
目
で
分
か
る

外
見
と
な
っ
て
い
ま
す
。

建
物
の
外
観
は
自
然
造
形
の

模
倣
で
は
な
く
、
人
工
物
を
取

り
入
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
表
演
庁
（
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
）
は
ホ
タ
テ

の
貝
殻
の
よ
う
な
形
状
、
産
業

区
は
長
方
形
の
水
晶
、
文
化
館

は
四
角
い
黄
鉄
鉱
を
連
想
さ
せ

ま
す
。
台
北
流
行
音
楽
中
心
の

外
観
は
、
全
体
的
に
自
然
で
あ

り
な
が
ら
人
工
的
で
あ
り
、
独

特
で
あ
り
な
が
ら
普
遍
的
な
の

で
す
。
そ
れ
は
国
際
的
に
認
知

台北流行音楽中心
MRT南港駅

07. 目を引くコンサートホールは、多面体でデザイ
ンされ、5,000 人の聴衆が収容できます。
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さ
れ
な
が
ら
も
地
元
に
根
ざ
し

て
い
る
音
楽
に
通
ず
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

台
北
流
行
音
楽
中
心
は
、

5
0
0
0
人
を
収
容
す
る
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
や
台
湾
の

音
楽
の
歴
史
を
紹
介
す
る
文

化
館
、
若
手
音
楽
家
を
育
成

す
る
産
業
区
な
ど
を
擁
す
る

多
目
的
施
設
で
す
。
同
施
設

は
、
台
北
の
生
活
に
溶
け
込

む
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

て
お
り
、
DJ
専
門
店
や
レ
コ

ー
ド
店
、
楽
器
店
な
ど
音
楽

に
関
す
る
シ
ョ
ッ
プ
だ
け
で

は
な
く
、
カ
フ
ェ
や
ア
ー
ト

系
の
シ
ョ
ッ
プ
も
充
実
し
て

い
ま
す
。
台
北
流
行
音
楽
中

心
は
、
地
元
の
音
楽
シ
ー
ン

を
盛
り
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、

台
湾
音
楽
の
特
色
を
世
界
に

発
信
す
る
場
所
で
も
あ
る
の

で
す
。

08
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09

10

08. 台湾音楽業界の優れる人材を支援するた
め、造形が水晶のようなクリエイティブハ
ブは台北流行音楽中心が提供する多機能な
スペースの一つです。

09. 四角形のカルチャーキューブは、台湾で
初めて音楽をテーマとした展覧の空間で、
台湾音楽業界の歴史的なシーンを展覧して
います。

10. コンサートホールのロビーは白を基調と
した洗練されたデザインとなっています。
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01

文：Seb Morgan　編集：下山敬之 　写真：Yuskay Huang、Taiwan Scene

大稲埕エリアにある迪化街は、赤レンガ造りのノスタルジックな通りとして知られています。台
北の旧市街を南北に走るこの通り沿いには、伝統的な食料品や日用品を扱うお店が多くあるので、
観光地として非常に人気です。もともとは米やお茶など、台湾の伝統的な食料品を扱う商業エリア
として発展した通りであり、今でも日本統治時代に創業した個人商店が数多く残っています。

迪化街では、お土産選びや伝統的な料理の食べ歩きができるだけでなく、独立系カフェでゆっ
くり過ごしたり、博物館を見学したり、永楽市場で色鮮やかな布地を探したりと様々なアクティ
ビティが楽しめます。いずれも迪化街の歴史ある雰囲気が満喫できるので、買い物を目的として
いない方にもおすすめです。

ここでは、ユニークな商品を販売していたり、歴史や文化に触れられる魅力的なお店を紹介し
ていくので、迪化街を訪れる際の参考にしてみてください。

迪化街にある専門店 4 選
お菓子からお土産まで
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02

03

01. 大稲埕は古い台北の様子が見え、その中にもたくさんおもしろい
商品が売れています。( 写真 / Taiwan Scene ）

04. 郭怡美書店は静かに本を読める空間を提供しています。

02. 階段は建築内部の複雑なディテールの一つで、郭怡美書店を訪れ
る際のさらなる魅力です。

03. リノベーション前のフローリングをそのまま保存し、店内の装飾
として活用されています。

04

郭怡美書店
民生西路の交差点の北にある郭怡美書店は、迪

化街の魅力を凝縮したようなお店です。店舗は日
本統治時代に建てられたテラスにあり、100 年以
上にわたって地域の象徴的なお店として残り続け
てきました。付近をブラブラと散歩するだけでも
十分に価値のある場所です。

迪化街にある多くのお店がそうであるように、
郭怡美書店も家族経営のお店です。もともとは
1922 年に郭烏隆（グオ・ウーロン）氏が雑貨屋と
して創業し、孫の郭重興（グオ・チョンシン）氏
によって本屋へと転身しました。現在、この書店
は大稲埕でもっとも規模の大きい独立系書店とな
っています。

お店の内装は伝統とモダンが融合した作りとな
っていて、その美しさは迪化街の中でトップクラ
ス。特に洗練された格子窓と木造の梁が生み出す
コントラスト、2 階と 3 階をつなぐ木材と金属で
できた階段は、迪化街の中でも異彩を放っている
と言えるでしょう。
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大同区迪化街一段 129 号住所
営業時間 14：00 ～ 22：00（ 月曜日～金曜日 ）

11：00 ～ 22：00（ 土曜日～日曜日 ）

郭怡美書店

読書を目的とする場合は、下層階を探検してみ
るのがおすすめ。お店の 1 階部分は、旅行や文化
などノンフィクションのジャンルが中心で、2 階
には台湾の作家の作品や翻訳された海外の小説が
並んでいます。中国語の書籍がほとんどですが、
英訳されたものや写真集などもあります。3 階は
アートや写真に関する書籍が置かれているだけで
なく、台湾の伝統的な家屋をイメージした装飾が
施されている点も特徴です。3 階はショールーム
としての機能もあることから、展示が行われるこ

ともあります。
郭怡美書店は建築様式の美しさだけでなく、本

が好きな人、店内にある独特な雰囲気のカフェや
迪化街に興味がある人など、様々な人が楽しめる
空間となっています。

05

05. 2 階のアートギャラリーでは読書だ
けでなく軽食も楽しめます。

06. 店内の装飾は古き良きの雰囲気が漂
い、これを見るといかに力を入れている
かが分かります。

06



23 22TAIPEI SPRING  2023

大同区迪化街一段 234 号住所
営業時間 09：00 ～ 18：00（ 月曜日～金曜日 ）

09：00 ～ 19：00（ 土曜日～日曜日 ）

大春煉皂

08. 大春煉皂では石鹸だけで
なくアロマ関連の商品、例え
ば香水やハンドクリームなど
も販売しています。

07. 店内では実際に石鹸の香
りや使い心地を試すことがで
きます。

07

08

大春煉皂
100 年を超える老舗の大春煉皂は、もともと日

本の会社でしたが 1950 年からは台湾の一家が引
き継ぎ、世代交代をしながら経営を続けています。
主にオリジナルの石鹸やボディーソープ、シャン
プーなどを作っていて、その材料は台湾の植物や
ハーブのほか、迪化街が貿易の拠点として全盛期
だった時代を彷彿とさせる米や茶葉、漢方などが
中心です。

現在 1 番人気の商品はお米を使用した石鹸の「經
典米萃皂」。黄金色に実った稲穂から抽出した米
胚芽オイルを使用しており、豊富なビタミン E に
よって高い保湿効果と洗浄効果が期待できます。
また、お茶を仕様した爽やかな香りが特徴の石
鹸 ｢ 經典茶萃皂」も人気商品の 1 つ。細かく砕い
たウーロン茶の粉末が肌に弾力と柔軟性をもたら
し、爽やかなハーブの香りが心と体を癒してくれ
ます。

このお店では取り扱っている天然由来の素材が
非常に多く、詳しい方であれば驚くようなものば
かりです。他にも店内には専用の洗面台があり、
実際に商品を試すことができます。実際の泡立ち
や香りを体験してから購入できるので、初めて来
店される方も安心です。

普段、石鹸を使わないという人には香水がおす
すめです。シトラス やシダー、グーズベリーなど

独特な香りが楽しめます。他にもヨモギやレッド
キヌアから作られたハンドクリームなどもあるの
で、ぜひ一度試してみてください。

お土産を探している方には、ギフトボックスに
入ったセットもあります。迪化街の象徴である近
代的かつ優雅なバロック建築をモチーフにしたデ
ザインなので、贈り物としてピッタリです。加え
て、天然由来の素材しか使わず、無添加にこだわ
っているので、肌だけでなく地球にも優しいプレ
ゼントになります。
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富自山中
 迪化街の魅力といえば食と歴史です。ノスタル

ジックな建造物と多くの人で賑わう屋台街の間に
隠れている富自山中は、両方の特徴を兼ね備えた
趣のある雑貨店です。

富自山中は嘉義県出身の家族が創業したお店
で、現在まで家族経営を続けています。このお店
の特徴は、内装が昭和の日本の雑貨屋をイメージ
してデザインされている点。無垢材で作られた棚
やのれん、木箱に積まれた商品など、いずれも歴
史を感じる空間となっています。しかし、この魅
力的な店内は視覚的に楽しめるだけでなく、台湾
の伝統的な一品料理の宝庫でもあるのです。

例えばドライフルーツやナッツ類、ウーロン茶
などの特産品、そして米やキヌアといった現地の
穀物も取り扱っています。さらに農産物はすべて
自然栽培、有機栽培および無添加。また、台湾の
農産物はもちろん、メキシコ産のチアシードやペ
ルー産のキヌアといった輸入食品も数多く取り扱
っています。

台湾産の農産物は品質が高く、中でもおすすめ
なのは阿里山のウーロン茶やドライパイナップ
ル。また、種類が豊富な黒糖のお菓子は、値段も
お手頃なので選び放題ですし、食べ物系のお土産
を探す際におすすめのお店です。

大同区迪化街一段 220 号住所
営業時間 09：00 ～ 18：30（ 日曜定休 ）

富自山中

09

10. 伝統的な雑貨屋のイメージを
脱却した富自山中には若い世代が
訪れるようになりました。

09. 棚には様々な種類のドライフ
ルーツやお菓子がキレイに陳列さ
れています。

10
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11

12

13

高建桶店
台湾の人たちにとって、三色の構成が特徴的な

バッグ「茄芷袋」は文化の象徴とも言えるアイテ
ムの 1 つ。このバッグを見ると、家族や近所のお
ばあちゃんたちが週末に買い物から帰ってくる古
き良き時代を思い出します。

茄芷袋は台北のあちこちで買うことができます
が、品揃いが一番豊富なのは高建桶店です。特に
丈夫でオシャレなデザインの商品が多いこともあ
り、日本人の観光客が多く訪れます。店内には茄
芷袋だけでなく、竹編みのバッグなど伝統的な商
品も多数取り扱っていて、一部の商品はお店の外
に並ぶほど。見方によっては、このお店そのもの
がたくさんの商品が詰まった大きなバッグと言え
るでしょう。

迪化街と言えば、お茶や乾物というイメージが
強いですが、高建桶店は実用性のあるお土産が盛
りだくさん。例えば、木製の調理器具やインテリ
アとしても映える収納ケース、籐（ラタン）で編
みこまれた可愛いかごバッグなど、いずれも台湾
らしい日用品が豊富です。

その他にも、全体的にお手頃な値段で販売され
ているので、予算を気にせず気軽に購入できる点
も魅力の 1 つです。やや高めに設定されたバッ
グでもコーヒー 2、3 杯ほどの値段なので、 台湾
オリジナルのアイテムで日常に彩りを添えたい方
は、ぜひこのお店へ足を運んでみてください。

大同区迪化街一段 204 号住所
営業時間 09：00 ～ 19：00（ 閉店時間不定 ）

高建桶店

11. 懐かしいアイテムを取り扱っている高建桶店には、老若男女問わ
ず多くのお客さんが訪れます。

12-13. 高建桶店を訪れる際は茄芷袋とかごバッグを購入しましょう。
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写真 /  Wei Wen Chen
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台北市立美術館にある中庭のランド・アート「迷霧花園（霧の庭園）」は、 

もとの「現代エクソシスト」と題された展覧会の一部でしたが、常設の公共緑地として残されています。

＠台北市立美術館
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CULTURE & LIFESTYLE

文：Jenna Lynn Cody　編集：下山敬之 　写真：Samil Kuo、大龍峒保安宮

台北の歴史的な寺院は文化の中心であり、歴史的な史跡でもあります。市内を鮮やかに彩る寺院の中
でも一際目立っているのが大龍峒保安宮です。2 世紀以上の歴史を持つ保安宮では、健康と医療の神と
して崇められる保生大帝を祀っているほか、歴代の名匠による繊細な彫刻、交趾焼、対聯が彫刻された
柱、大きな壁画などで覆われています。今回はこの文化遺産の物語と魅力をよりよく理解するため、廟
の責任者である廖武治（リャン・ウーズー）氏と、国立台北芸術大学建築与文化資産研究所を修了した
文化財研究員である張靖委（ジャン・ジンウェイ）氏にお話を伺いました。

大龍峒保安宮と保生文化祭
台北の歴史的遺産

01. 保生大帝が祀られている保安宮は、大龍峒エリアに建立されてからすでに 200 年以上経過しています。 01



29 28TAIPEI SPRING  2023

保
安
宮
は
も
と
も
と
、
中

国
福
建
省
の
同
安
か
ら
移
住

し
て
き
た
人
々
が
、
1
7
4
2

年
に
大
龍
峒
に
建
立
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
初

の
保
安
宮
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か

は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

廖
氏
は
、
本
殿
に
あ
る
保

生
大
帝
の
像
に
つ
い
て
、
こ

う
説
明
し
て
い
ま
す
。
「
最

初
は
中
国
で
2
体
の
像
が
彫

ら
れ
、
ど
ち
ら
が
先
に
大
龍

峒
へ
着
く
の
か
競
争
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
先
に

つ
い
た
像
は
『
老
祖
』
、
後

に
つ
い
た
方
が
『
二
祖
』
と

呼
ぶ
と
い
う
取
り
決
め
が
な

さ
れ
ま
す
。
大
き
な
像
は
嘉

義
県
布
袋
か
ら
陸
路
で
南
部

へ
運
ば
れ
、
小
さ
な
像
は
淡

水
を
経
由
し
て
海
路
で
運
ば

れ
ま
し
た
。
最
終
的
に
小
さ

な
像
が
先
に
届
き
老
祖
、
嘉

義
を
経
由
し
た
方
が
二
祖
と

呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
」
と
説
明
し
ま
す
。

現
在
の
保
安
宮
の
広
さ

大
龍
峒
保
安
宮
の 

歴
史

は
9
9
1
7
平
方
メ
ー
ト
ル

に
も
及
び
ま
す
が
、
こ
れ
は

1
8
0
5
年
に
建
設
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
よ
り

大
き
な
保
生
大
帝
の
像
が
台

湾
で
制
作
さ
れ
、
三
祖
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。

｢

廟
を
建
て
る
場
所
は
、

像
に
示
し
て
も
ら
う
た
め
に

一
緒
に
歩
い
て
決
め
ま
し
た｣

と
廖
氏
。

そ
れ
か
ら
1
3
0
年
、
保

安
宮
に
は
多
く
の
困
難
を
含

む
様
々
な
出
来
事
が
起
こ
り

ま
し
た
。
1
8
5
9
年
に
は

中
国
の
福
建
省
か
ら
渡
っ
て

き
た
漳
州
人
と
泉
州
人
の
間

で
武
力
衝
突
が
発
生
。
保
安

宮
も
被
害
を
受
け
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
元

の
人
た
ち
の
活
躍
で
襲
撃
を

退
け
、
事
な
き
を
得
ま
す
。

日
本
が
台
北
を
占
領
し
て
い

た
1
8
9
5
年
に
は
、
軍
需

品
の
爆
発
に
よ
っ
て
建
物
が

破
損
し
、
一
部
は
学
校
に
転

用
さ
れ
ま
し
た
。
1
9
4
9

年
に
は
国
共
内
戦
に
敗
れ
た

国
民
党
軍
と
そ
の
家
族
が

中
国
か
ら
台
湾
に
逃
れ
、

保
安
宮
に
避
難
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
1
9
6
7
年
と

1
9
9
5
年
に
修
復
工
事
が
施

さ
れ
ま
し
た
。

03. 正殿にある保生大帝の老祖、二祖、三祖
の神像。

02. 長年、保安宮で行われるイベントを主催
してきた董事長の廖武治氏は、法事も自身
で執り行っています。

02

03
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CULTURE & LIFESTYLE

保
生
大
帝
は
西
暦
9
7
9

年
に
生
ま
れ
、
成
人
し
た
後

は
官
吏
を
務
め
て
い
ま
し
た

が
、
や
が
て
保
生
大
帝
が
奇

跡
で
人
々
を
救
っ
た
と
い
う

噂
が
広
ま
り
始
め
ま
す
。
と

あ
る
逸
話
で
は
、
眼
を
患
っ

た
龍
が
木
こ
り
に
扮
し
て
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ

保
生
大
帝
が
現
れ
、
龍
は
眼

を
治
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い

を
し
ま
す
。
保
生
大
帝
は
龍

に
薬
を
与
え
、
そ
れ
に
よ

っ
て
龍
の
眼
は
治
っ
た
そ

う
で
す
。

そ
の
後
、
時
代
の
変
遷
と

と
も
に
保
安
宮
に
は
儒
教
や
仏

教
、
道
教
の
神
々
が
祀
ら
れ
始

め
ま
す
。
有
名
な
と
こ
ろ
で
は

孔
子
や
観
音
、
さ
ら
に
は
妊
娠

と
出
産
を
司
る
註
生
娘
娘
、
土

地
の
神
様
で
あ
る
土
地
公
、
農

業
を
司
る
神
農
大
帝
、
海
の
女

神
・
媽
祖
な
ど
が
祀
ら
れ
ま
し

た
。
特
に
道
教
の
最
高
神
で
あ

り
、
天
地
の
創
造
主
で
あ
る
玉

皇
大
帝
は
、
寺
院
の
正
面
に
あ

保
安
宮
に
祀
ら
れ
て

い
る
神
々

る
香
炉
と
病
の
最
上
階
の
一
番

奥
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
殿
に
は
保
生
大

帝
に
仕
え
る
黒
虎
将
軍
の
像

が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
そ
の

昔
、
あ
る
虎
が
婦
人
を
丸
呑

み
に
し
ま
し
た
が
、
か
ん
ざ

し
が
喉
に
刺
さ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
虎
は
保
生
大
帝
に

助
け
を
求
め
ま
し
た
が
、
人

を
殺
め
た
生
き
物
を
助
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
断
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
虎
は
立
ち

去
ら
ず
、
そ
の
場
で
懺
悔
を

し
て
今
後
は
殺
生
を
し
な
い

こ
と
を
約
束
し
た
の
で
、
保

生
大
帝
は
虎
を
治
療
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
虎
は
命
が
尽

き
る
ま
で
保
生
大
帝
の
乗
り

物
と
し
て
働
き
、
死
後
も
保

生
大
帝
を
守
り
続
け
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
保
生
大
帝
は
虎

を
神
と
し
、
人
々
は
黒
虎
将

軍
と
呼
ん
で
祀
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。
民
間
で
は
旧

暦
の
4
月
1 6
日
を
黒
虎
将

軍
の
祭
日
と
し
て
祝
っ
て

い
ま
す
。

04-05. 願いが叶ってくれたため、信者たちが註生娘娘に謝礼としての刺繍入り
の靴を買ってきました。

04
05
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寺
院
の
装
飾
は
、
単
に
美

し
さ
を
追
求
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
「
保
安
宮
は
約

2
8
0
年
前
に
建
て
ら
れ
た
寺

院
な
の
で
、
そ
の
建
築
や
装
飾

に
は
歴
史
的
な
意
味
が
あ
る
の

で
す
」
と
張
氏
は
言
い
ま
す
。

ま
ず
目
に
入
る
の
は
、
緻
密

な
扉
絵
と
入
り
口
の
天
井
に
あ

る
非
常
に
高
い
3
本
の
梁
。
奥

へ
進
む
と
中
央
の
門
に
は
、
顔

が
色
黒
な
尉
遲
恭
と
、
色
白
な

秦
叔
寶
と
い
う
2
体
の
門
神
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
2
体
は
そ

れ
ぞ
れ
繁
栄
、
幸
運
、
昇
進
を

司
る
神
で
す
。
ま
た
、
保
安
宮

に
は
合
計
5
つ
の
入
口
が
あ
り

ま
す
が
、
清
朝
時
代
に
こ
れ
ほ

ど
大
き
な
寺
院
を
建
て
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
張
氏

は
説
明
し
ま
す
。

本
殿
は
左
右
対
称
に
見
え
ま

す
が
、
1
9
1
7
年
の
改
修
工

事
の
際
に
陳
應
彬
、
郭
塔
と
い

う
別
々
の
芸
術
家
が
手
が
け
ま

し
た
。
二
重
構
造
の
屋
根
の
真

下
に
は
、
二
人
の
匠
が
そ
れ
ぞ

保
安
宮
の
芸
術
と

建
築

れ
饗
宴
と
闘
争
を
テ
ー
マ
に
し

た
秀
逸
な
彫
刻
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
は
、
競
争

の
一
環
と
し
て
、
自
分
や
相
手

の
腕
前
に
つ
い
て
の
さ
り
げ
な

い
コ
メ
ン
ト
が
添
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
「
お
堂
の
両
側
は
、
芸

術
家
同
士
の
対
話
の
場
な
の
で

す
」
と
張
氏
。
「
あ
る
人
は
作

品
に
自
身
の
名
を
刻
む
か
も
し

れ
ま
せ
ん
し
、
あ
え
て
残
さ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
名
を
残

さ
な
い
の
は
、
素
晴
ら
し
い
も

の
で
あ
れ
ば
作
品
自
体
の
良
さ

で
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
る
か
ら
で
す
」
。

ま
た
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い

な
い
本
堂
に
は
交
趾
焼
の
名
品

や
、
19
世
紀
初
頭
に
中
国
・
泉

州
の
匠
が
手
掛
け
た
三
十
六
天

王
像
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
像
は
、
保
生
大
帝
の

護
衛
を
務
め
て
い
ま
す
。

寺
院
の
東
と
西
の
棟
に
も
、

様
々
な
こ
だ
わ
り
が
見
て
取
れ

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
棟
は
伝
統

的
な
六
角
形
で
は
な
く
、
正
方

形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
西
棟
の

上
に
は
郭
塔
が
建
て
た
太
鼓
楼

が
あ
り
ま
す
が
、
梁
を
支
え
る

06. 保安宮はユネスコが主催する「アジア太平洋文化資
産保存賞」を受賞しました。

07-08. 正殿の内壁に描かれた竜虎は、交趾焼きによって
繊細な美しさと雄々しい威厳が表現されています。

06

0708
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保
安
宮
を
参
拝
す
る
際
に

は
、
ま
ず
正
面
に
あ
る
玉
皇
大

帝
を
表
す
香
炉
か
ら
始
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
に
本
殿

に
進
み
保
生
大
帝
を
参
拝
し
た

あ
と
は
、
そ
の
他
の
建
物
に
お

参
り
を
し
ま
す
。
「
香
炉
が
玉

皇
大
帝
を
表
し
て
い
る
の
は
、

彼
が
ど
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い

る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
で
す
」

と
張
氏
は
補
足
し
ま
す
。

続
け
て
、
廖
氏
は
「
必
ず
そ

れ
ぞ
れ
の
神
様
に
、
ご
自
身
の

名
前
と
住
所
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
子
供
の
こ
と
や
健

康
に
関
し
て
、
仕
事
の
悩
み
な

参
拝
の
手
順

ど
を
神
様
に
話
し
ま
し
ょ
う
。

台
湾
式
の
お
み
く
じ
で
運
勢
を

占
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
赤
い
木
片
を
使
っ
て

神
様
に
お
伺
い
を
立
て
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
神
様
か
ら
許

可
が
で
た
ら
く
じ
を
受
け
取
り

ま
し
ょ
う
。
く
じ
に
書
か
れ
て

い
る
内
容
は
、
私
た
ち
ス
タ
ッ

フ
が
解
説
し
ま
す
」
と
説
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
神
様
に
よ
っ
て
司

る
事
柄
が
異
な
り
ま
す
。
健
康

や
医
療
、
仕
事
に
関
す
る
悩
み

は
保
生
大
帝
に
、
住
ま
い
や
土

地
、
事
業
に
関
す
る
こ
と
は
土

地
公
、
旅
行
に
関
す
る
こ
と
は

媽
祖
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

出
産
や
妊
娠
を
司
る
註
生

娘
娘
に
お
祈
り
を
す
る
際
は
、

お
供
え
物
が
必
要
で
す
。
子
宝

を
祈
願
す
る
場
合
は
化
粧
品
や

花
、
刺
繍
入
り
の
靴
を
お
供
え

す
る
の
が
一
般
的
で
す
。
ま

た
、
女
の
子
を
希
望
す
る
場
合

に
は
、
白
い
花
を
持
参
し
て
赤

い
花
と
交
換
し
、
男
の
子
の
場

合
に
は
赤
い
花
を
持
参
し
て
白

い
花
と
交
換
し
ま
す
。

廖
氏
は
、
保
安
宮
で
は
外
国

09

木
材
に
は
鳳
凰
や
龍
な
ど
が
繊

細
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
媽

祖
と
土
地
公
が
祀
ら
れ
て
い
る

東
棟
に
は
陳
應
彬
が
建
て
た
鐘

楼
が
あ
り
ま
す
。
太
鼓
楼
と
同

様
に
巧
み
な
彫
刻
が
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
中
で
も
特
に
目
を

引
く
の
が
土
地
公
で
す
。
一
般

的
な
土
地
公
と
は
帽
子
や
服
装

が
異
な
り
、
宰
相
の
よ
う
な
姿

を
し
て
い
ま
す
。

09. 保安宮の建築の特徴のひとつは、当時職人がメッセージを彫刻して
残すことです。

人
の
参
拝
も
受
け
入
れ
て
い
る

と
話
し
ま
す
。
「
以
前
は
カ
ト

リ
ッ
ク
だ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

の
男
性
が
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
方
の
奥
さ
ん
か
ら
、
保
安

宮
を
参
拝
し
た
ら
子
供
の
熱
が

下
が
っ
た
と
電
話
を
頂
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
」
。
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保
安
宮
で
は
毎
年
、
保
生
大

帝
の
誕
生
日
を
祝
う
「
保
生
文

化
祭
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
お
祭
り
は
通
常
、
数
か
月

に
わ
た
っ
て
続
き
、
美
術
展
、

奨
学
金
交
付
、
講
演
会
、
歌
劇

や
演
劇
の
公
演
、
無
料
医
療
相

談
、
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
2
0
2
3
年
は
4
月

23
日
～
6
月
19
日
に
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

「
最
高
レ
ベ
ル
の
劇
団
を

招
聘
し
て
い
ま
す
」
と
廖
氏
は

話
し
ま
す
。
「
非
常
に
ク
オ
リ

テ
ィ
が
高
い
の
で
、
1
0
0
0

席
ほ
ど
用
意
す
る
椅
子
は
、
い

つ
も
満
席
に
な
り
ま
す
。
各
劇

団
が
演
技
を
披
露
し
終
え
た
あ

と
に
、
保
生
大
帝
が
最
も
優
れ

て
い
た
劇
団
を
選
び
ま
す
」
。

ま
た
、
3
年
に
一
度
、
保
生

大
帝
が
大
龍
峒
と
大
稲
埕
を
練

り
歩
く
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
正
午

か
ら
夕
方
の
間
に
開
催
さ
れ
、

翌
日
に
は
保
生
大
帝
の
像
を
清

2
0
2
3
年
保
生

文
化
祭

10

10. ユニークで伝統的な保生大帝の誕生日を祝うイベントである
保生文化祭は、大龍峒保安宮によって発展されました。( 写真 /
大龍峒保安宮 ）

2023 年保生文化祭▶

め
る
た
め
に
、
寺
院
の
向
か
い

の
公
園
で
火
渡
り
の
儀
式
（
過

火
儀
式
）
が
開
か
れ
ま
す
。

2
0
2
3
年
は
パ
レ
ー
ド
と

火
渡
り
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、

5
月
3
日
の
「
放
火
獅
」
、
4

月
を
通
じ
て
上
演
さ
れ
る
演
劇

や
歌
劇
、
6
月
3
日
～
6
日
に

開
催
さ
れ
る
美
術
展
な
ど
が
楽

し
め
ま
す
。
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読書のすゝめ

台北には読書のための資源が豊富にあります。2016 年に世界都市文化フォーラムが発表した調査
によると、人口当たりの書店数で、台北は世界第 2 位でした。24 時間 365 日営業の世界的に有名な
書店に加え、大手チェーン店や個性的なインディーズストアが数多くあります。

1980 年代から 1990 年代の中正区重慶南路には、百軒以上の書店が軒を連ね、台北で最も書店が密
集する地域でした。多くの文学者、知識人、学生にとって、種類や目的を問わず、あらゆる本が手に
入る楽園のような場所だったようです。しかし、時代は流れ、オンライン書店の影響や読書人口の減
少などにより、この「本屋街」は姿を消します。代わって姿を現したのは、台北の至る所に開かれた
独立系書店でした。

読書人口は減ったものの、この街には依然として本好きが多く、紙ベースの本の楽しさを伝えたり、
読書習慣を身につけるための講演やイベントを開催している人がいます。ユニコーン読書プロジェク
トもそうした取り組みの一つです。

このプロジェクトは、出版業界で 20 年以上の経験を持つ編集者の李恵貞（リー・ホイジェン）氏
によって設立されました。李氏によれば、ある朝突然プロジェクトのアイデアがひらめいたそうです。
当時は途方も無い話だと思う人もいましたが、それは彼女が長年にわたって培った編集・出版経験の
集大成だったのです。その後、彼女は自分が幸せになれる仕事、つまり読書の推進に専念するために
本業を辞めました。

01
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02

ユ
ニ
コ
ー
ン
読
書
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
2
0
1
7
年

に
正
式
に
発
足
し
ま
し
た
。

当
初
、
こ
の
取
り
組
み
が
ど

れ
ほ
ど
大
き
く
な
る
か
、
李

氏
は
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
彼
女
は
そ
の
偉
大
な

る
一
歩
を
踏
み
出
し
、
あ
と

は
天
の
意
思
に
委
ね
た
の
で

す
。
そ
ん
な
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
今
年
で
6
年
目
を
迎

え
ま
す
。

李
氏
が
読
書
の
推
進
に
力

を
入
れ
る
の
は
、
単
に
出
版

業
が
好
き
だ
か
ら
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
「
本
に
は
す
べ

て
の
答
え
が
あ
る
。
読
ん
だ

本
の
内
容
は
無
意
識
に
浸
透

し
、
自
分
を
成
長
さ
せ
る
糧

に
な
る
」
と
信
じ
て
い
る
か

ら
で
す
。

李
氏
は
、
自
分
が
読
ん
だ

本
の
感
想
を
S
N
S
で
発

信
す
る
こ
と
も
多
く
、
内
容

や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
様
々
な
角

度
か
ら
分
析
を
し
て
い
ま

す
。
各
投
稿
の
最
後
に
は
、

読
書
習
慣
の
確
立
か

ら
始
め
る

表
紙
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
植
字

工
、
編
集
者
な
ど
、
そ
の
本

に
携
わ
っ
た
人
た
ち
の
リ
ス

ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

読
者
と
し
て
の
鋭
い
観
察
眼

に
加
え
、
李
氏
が
出
版
業
界

を
支
え
る
人
た
ち
に
深
い
敬

意
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。

李
氏
は
年
に
50
冊
ほ
ど
本

を
読
み
ま
す
。
彼
女
は
本
と

出
会
っ
た
ら
す
べ
て
味
わ
い

尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
言
い
ま
す
が
、
一
冊
を
読

み
終
え
る
ま
で
次
の
本
を
読

ま
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
朝
は
知
識
を
深
め
る
た

め
に
比
較
的
内
容
の
濃
い
科

学
書
を
、
就
寝
前
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
た
め
に
自
然
に
関

す
る
本
、
出
か
け
る
前
は
そ

の
時
の
気
分
で
持
っ
て
い
く

本
を
選
ぶ
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
読
み
方
が

無
限
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
源
で
あ
る
と
李
氏

は
分
析
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
じ
問
題
に
つ
い
て

相
反
す
る
主
張
を
し
て
い

る
著
者
を
見
つ
け
る
こ
と
、

同
じ
結
論
に
至
っ
た
異
な

る
本
を
発
見
す
る
こ
と
に

も
喜
び
を
感
じ
る
と
言
い

ま
す
。

02. 李恵貞氏にとって読書は生活の中心であり、インスピレーションと人生の様々な答えをもたらしてくれます。

01.  台北には、多くの本好きが本屋で集まり、勉強会を結成したり交流をしたりしています。( 写真 / 李恵貞 ）
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03

05

書
店
の
風
景
が
大
き
く
変

化
し
た
の
は
、
社
会
の
読
書

離
れ
が
原
因
と
考
え
る
人
も

い
ま
す
が
、
読
書
を
広
め
る

李
氏
は
台
北
の
読
書
習
慣
が

大
き
く
変
わ
っ
た
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

読
書
を
促
進
す
る
過
程

で
、
彼
女
が
直
面
し
た
課
題

に
つ
い
て
尋
ね
て
み
ま
し

た
。｢

編
集
者
と
し
て
、
ま

た
マ
ー
ケ
タ
ー
と
し
て
、
新

し
い
ア
イ
デ
ア
は
す
べ
て
が

挑
戦
で
す
。
で
も
、
そ
れ
が

私
た
ち
の
仕
事
な
ん
で
す
。

課
題
が
現
れ
た
ら
、
そ
れ
を

克
服
す
る
た
め
の
方
法
を
見

つ
け
ま
す
。
今
は
目
標
を
設

定
せ
ず
に
、
過
程
を
楽
し
む

よ
う
な
作
品
を
作
っ
て
い
ま

す
」
李
氏
は
続
け
ま
す
。
「
読

書
会
に
来
た
人
の
半
分
が
本

を
買
っ
て
く
れ
た
り
、
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け

に
本
を
読
む
よ
う
に
な
る
人

が
い
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
満

足
で
す
」
。

読
書
の
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み

彼
女
が
数
回
目
の
読
書
会

を
終
え
た
際
、
複
数
の
参
加

者
か
ら
「
本
好
き
の
仲
間
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
方
法
は
な
い
か
」
と
い
う

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
女

は
こ
れ
に
応
え
て
、
ユ
ニ
コ

ー
ン
読
書
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

フ
ァ
ン
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
医
師
や

ダ
ン
サ
ー
、
公
務
員
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
読
者

7
0
0
人
近
く
が
登
録
を
し

て
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
イ

ベ
ン
ト
の
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
ユ
ニ
コ
ー
ン
読
書
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
対
面
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減

少
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、

単
に
読
書
を
推
進
す
る
だ
け

で
な
く
、
共
通
の
趣
味
を
持

03. 本について話す際、李氏は熱心
に読書から得た知見を共有してくれ
ます。
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04

05

04. 勉強会で参加者が好きな本を選び、ほか
の人との交流でインサイトが見つかります。
( 写真 / 李恵貞 ）

05. 李氏が本好きなのでいつも本を持ち歩い
ています。

本
屋
に
立
ち
寄
る
の
が
趣

味
と
い
う
李
氏
は
、
娘
さ
ん

と
二
人
で
、
わ
ず
か
1
カ
月

の
間
に
日
本
に
あ
る
66
箇
所

の
書
店
を
巡
っ
た
こ
と
が
あ

る
そ
う
で
す
。
本
の
目
利
き

で
も
あ
る
彼
女
は
、
本
屋
に

並
ぶ
本
を
見
る
と
店
主
の
嗜

好
が
分
か
る
と
言
い
ま
す
。

見
栄
え
を
重
視
し
た
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
に
し
て
い
る
の
か
、

テ
ー
マ
ご
と
に
整
理
し
て
探

し
や
す
さ
を
重
視
し
て
い
る

の
か
な
ど
、
長
年
の
経
験
で

培
わ
れ
た
感
覚
で
、
書
店
の

特
徴
を
探
り
ま
す
。

彼
女
に
よ
れ
ば
、
台
北
市

大
安
区
に
あ
る
「
童
里
絵
本

書
店
の
特
徴
を
探
る

つ
人
々
が
集
ま
っ
て
何
か
を

行
い
、
そ
の
過
程
で
深
い
絆

を
育
む
と
い
う
貴
重
な
場
で

も
あ
る
の
で
す
。

ユ
ニ
コ
ー
ン
読
書
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
関
係
し
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
聯
合
報
が
発

行
す
る
雑
誌
『
5
0
0
輯
』

と
共
催
し
た
講
演
会
「
読
書

と
思
索
の
パ
ー
テ
ィ
ー
」
な

ど
の
コ
ラ
ボ
企
画
が
あ
り
ま

す
。
他
に
も
郭
怡
美
書
店
と

プ
レ
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
な
ど
、
1
年
を
通

し
て
読
書
体
験
を
共
有
す
る

機
会
を
数
多
く
提
供
し
て
い

ま
す
。
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0607

08

読
書
は
始
ま
っ
て
い
る
」
と

李
氏
は
言
い
ま
す
。
「
あ
な

た
が
選
ん
だ
本
に
は
、
あ
な

た
が
何
を
考
え
、
何
を
心
配

し
、
何
を
切
望
し
て
い
る
か

が
表
れ
て
い
ま
す
」
。
彼
女

は
読
書
が
い
か
に
素
晴
ら
し

い
も
の
か
を
知
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
体
験
か
ら
、
人
生
の
方

向
性
を
見
つ
け
る
方
法
と
し

て
、
ま
た
自
分
自
身
や
世
界

の
可
能
性
を
探
る
方
法
と
し

て
、
多
く
の
人
た
ち
に
読
書

を
推
奨
し
て
い
る
の
で
す
。

06-07. 童里絵本洋行には多彩な絵本が揃っており、それぞれ異なるイ
ンスピレーションを大人にも子供にも与えてくれます。( 写真 / Yuskay 
Huang ） 

08. Boven 雑誌図書館は世界的にも珍しい雑誌専門の図書館であり、
居心地の良い空間を提供しています。( 写真 / Boven 雑誌図書館 ）

洋
行
」
と
「Boven

雑
誌
図

書
館
」
は
、
非
常
に
個
性
的

な
書
店
で
す
。
潮
州
街
に
あ

る
「
童
里
絵
本
洋
行
」
に
は
、

世
界
各
国
の
優
れ
た
絵
本
が

集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
2
つ

折
り
の
絵
本
や
飛
び
出
す
絵

本
な
ど
種
類
が
豊
富
で
、
大

人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
め
ま

す
。
視
覚
デ
ザ
イ
ン
や
構
成

に
興
味
が
あ
る
人
に
と
っ
て
、

絵
本
は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
創
造
性
を
提
供
し
て
く

れ
る
最
高
の
媒
体
で
す
。    

一
方
、
復
興
南
路
に
あ
る

｢Boven

雑
誌
図
書
館
」
は
、

ア
ジ
ア
初
の
雑
誌
を
専
門
と

す
る
図
書
館
で
、
1
万
冊
以

上
の
雑
誌
を
所
蔵
し
て
い
ま

す
。
世
界
各
国
の
さ
ま
ざ
ま

な
雑
誌
が
揃
っ
て
い
ま
す
が
、

特
に
台
湾
の
人
た
ち
が
憧
れ

る
日
本
の
生
活
情
報
誌
が
多

い
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

雑
誌
作
り
に
携
わ
る
人
た
ち

が
、
展
示
会
や
講
演
会
、
交

流
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
も
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
本
を
選
ん
だ
瞬
間
か
ら
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書籍
『才能を磨く—自分の素質の生かし方、殺し方』 『朝一座生命的山（命の山の巡礼）』

ケン・ロビンソン 李恵貞

書店

大安区復興南路一段 107 巷 5 弄 18 号 B1住所
営業時間 10：00 ～ 21：00

大安区潮州街 15 号住所
営業時間 12：00 ～ 18：00（火曜日〜金曜日）

11：00 ～ 18：00（土日）
（月曜日定休）

童里絵本洋行 BOVEN 雑誌図書館

09 

おすすめ

09. 李氏オススメの本と取材当
日に携帯していた本。

ベストセラー『才能を引き出すエレメントの法則』
の著者であるケン・ロビンソンは、専門家がプレ
ゼンテーションを行う番組 TED で最も視聴された
講演を行った人物です。CNN が選出する世界有数
の専門家「Principal Voices」の一人にも選ばれて
います。

本書は自分の興味や情熱がどこにあるのか分から
ない人に、勇気と新たな自信を与えてくれる一冊
です。人生の悩みに対する答えを見つけたい人に
オススメです。

あらゆる人に読んでほしい一冊。本書の中核とな
る菩薩寺の美と哲学が、デザインにもそのまま現
れています。

本のジャケットは土に還るシードペーパーで出来
ているほか、見返しに反射ミラーシートを使用す
ることで読者の顔を反射させ、自身と向き合う旅
をさせるという工夫がなされています。
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文：Rick Charette　編集：下山敬之 　写真：One-Forty、Yuskay Huang、台北市観光伝播局

出稼ぎ労働者を人的資本へ
インクルーシブ教育がもたらすウィンウィンの関係

内政部の調べによると、現在台湾に居住する外国人の 70% は出稼ぎ労働者です。台北市で増加の
一途をたどる出稼ぎ労働者に対処すべく、台北市政府は一時居住者向けのケア・カウンセリング対策
を強化しました。 

こうした取り組みを補っているのが、まだ設立年数の浅い NGO 組織「One-Forty」です。台湾の
出稼ぎ労働者の生活向上に焦点を置き、中国語 / 台湾語の学習、現地文化に関する教育、実用的なラ
イフスキルの向上の機会を提供しているほか、出稼ぎ労働者のための社会支援活動にも従事していま
す。彼らは出稼ぎ労働者を一時的な労力としてではなく、専門的な知識・技能を持つ人材へ、短期雇
用の作業要員ではなく、生涯を通じた台湾の「チームメイト」と見なしているのです。 

「One-Forty」創業者兼 CEO の陳凱翔（チェン・カイシャン）氏は、台湾ではこうした取り組み
によるメリットがすぐさま現れている、と説明しています。スキルの幅が広がり、幸福度が上がった
労働者はより長く滞在する傾向にあり、その分仕事の経験値を積み上げ、雇用主に対する自分の価値
をさらに高めるからです。台湾にプラスのイメージをもって帰国する労働者は、「台湾ブランド」の
国外への拡散にも一役買っています。

「私たちの社会の発展は、文化や言語背景の異なるさまざまな国の人たちとい
かに共生するかによって決まる」 

— 台湾 NGO 「One-Forty」

01
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労
働
部
の
統
計
と
、
台
北

市
労
動
力
重
建
運
用
処
の
外

国
人
労
働
者
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
課
で
課
長
を
務
め
る
徐
郁

涵
（
シ
ュ
ー
・
ユ
ー
ハ
ン
）

氏
に
よ
る
と
、
台
湾
の
現

在
の
出
稼
ぎ
労
働
者
数
は

7
2
7
0
0
0
人
以
上
。
そ

の
う
ち
、
5
0
6
0
0
0
人

が
工
場
、
建
設
業
、
漁
船

漁
業
な
ど
の
労
働
集
約
型

産
業
に
従
事
し
、
残
り
の

2
2
1
0
0
0
人
が
社
会
福

祉
職
（
大
多
数
が
在
宅
介
護

ス
タ
ッ
フ
）
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。
「
彼
ら
は
台
湾
全

体
の
人
口
の

3.1
%
を
占
め

て
い
ま
す
」
と
徐
氏
は
説
明

し
ま
す
。
つ
ま
り
、
台
湾
に

住
む
人
の
32
人
に
1
人
が
出

稼
ぎ
労
働
者
な
の
で
す
。
国

別
の
出
稼
ぎ
労
働
者
数
上
位

3
か
国
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
す
。

徐
氏
に
よ
れ
ば
、
「
台
北

市
の
出
稼
ぎ
労
働
者
数
は
現

台
湾
の
出
稼
ぎ
労
働

者
の
現
状

在
3
9
0
0
0
人
を
超
え

て
お
り
、
台
北
市
の
人
口
の

1.6
%
に
及
び
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
約
2
6
0
0
人
が
労
働

集
約
型
産
業
に
、
3
7
0
0
0

人
が
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
業

に
従
事
し
て
い
ま
す
。
国
籍

別
に
み
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
が
最
も
多
く
、
次
い
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
ベ
ト
ナ
ム

人
と
な
り
ま
す
。
現
在
サ
ー

ビ
ス
業
は
台
北
市
の
経
済
の

大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
出

稼
ぎ
労
働
者
の
過
半
数
が
介

護
ス
タ
ッ
フ
で
す
」 
。

「O
ne-Forty

」
の
陳
氏
は

次
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
。 

｢

ほ
ぼ
す
べ
て
の
出
稼
ぎ
労

働
者
が
、
自
国
で
は
得
ら
れ

な
い
経
済
的
機
会
を
求
め
て

や
っ
て
来
ま
す
。
そ
し
て
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
人
が
、
高
等

学
校
教
育
ま
た
は
そ
れ
以
下

の
教
育
し
か
受
け
て
い
な
い

人
た
ち
で
す
。
彼
ら
の
台
湾

で
の
在
留
期
間
は
通
常
8
～

10
年
。
彼
ら
の
大
半
は
自
身

が
自
国
の
家
族
の
生
計
を
支

え
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
多
く

は
子
供
を
国
に
残
し
て
こ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
家
族
を
恋

し
が
っ
て
い
ま
す
。
稼
ぎ
の

う
ち
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

金
額
を
送
金
し
、
自
身
は
台

湾
で
質
素
な
生
活
を
送
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
」
。

02

03

01. 言語学習をすることで、出稼ぎ労働者たちが台北の文
化や環境に適応しやすくなるだけでなく、現地の人との行
き違いも減らせます。

02. 台北の急速な産業発展によって、多くの出稼ぎ労働者
たちは介護職に従事しています。

03. 仲間とともに立ち上げた様々なイベントや取り組みを
紹介する陳凱翔氏。( 写真 / Yuskay Huang ）
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台
北
市
の
出
稼
ぎ
労
働
者

の
約
90
%
が
在
宅
介
護
職
に

従
事
し
て
い
る
た
め
、
台
北

市
政
府
で
は
こ
う
し
た
人
た

ち
に
集
中
的
に
ケ
ア
・
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
と
、
徐
氏
は
説

明
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

言
語
学
習
と
介
護
ス
タ
ッ
フ

の
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

2
つ
の
領
域
に
重
点
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。 

言
語
の
レ
ッ
ス
ン
は
、
台

湾
華
語
と
台
湾
語
の
両
方
が

提
供
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て

介
護
ス
タ
ッ
フ
が
上
手
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ

る
よ
う
に
な
り
、
問
題
の
解

決
や
回
避
に
役
立
ち
ま
す
。

同
時
に
、
全
体
と
し
て
労
働

者
が
台
湾
で
生
活
し
や
す
く

な
り
、
地
域
の
文
化
に
よ
り

ス
ム
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。  

要
介
護
者
の
ニ
ー
ズ
は
さ

ま
ざ
ま
な
の
で
、
介
護
ス
キ

「O
ne-Forty

」
が
設
立
さ

れ
た
の
は
2
0
1
5
年
の
こ

と
で
す
。
も
と
も
と
陳
氏
は
、

大
学
在
学
中
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従

事
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

現
地
で
知
り
合
っ
た
友
人
の

親
族
が
、
台
湾
で
出
稼
ぎ
労

働
者
を
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
す
。
陳
氏
は
、
帰
国
後

す
ぐ
に
多
く
の
出
稼
ぎ
労
働

者
た
ち
と
顔
見
知
り
に
な
り

台
北
市
が
提
供
す
る

ケ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
リ
ソ
ー
ス

台
湾
N
G
O｢O

n
e

-
F

o
rty

」
の
ス
ト
ー

リ
ー
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン 

ル
も
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
労

働
者
は
1
対
1
で
の
サ
ポ
ー

ト
を
申
請
で
き
、
訪
問
先
に

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
や
通
訳
を

派
遣
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
要
介
護
者
の
ニ
ー
ズ

を
聞
き
、
内
容
に
応
じ
た
ス

キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。 

リ
ソ
ー
ス
は
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
市
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に
は
定
員

が
あ
り
ま
す
。
「
需
要
は
堅

調
で
す
。
提
供
し
て
い
る
す

べ
て
の
対
策
⽀
援
サ
ー
ビ
ス

は
、
す
ぐ
に
申
し
込
み
上
限

に
達
し
て
し
ま
い
ま
す
。
台

北
市
政
府
の
各
機
関
が
関
わ

っ
て
い
る
た
め
、
こ
う
し
た

対
策
⽀
援
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

率
は
常
に
1
0
0
%
で
す
」

と
徐
氏
は
説
明
し
ま
す
。  

台
北
市
政
府
で
は
、
文
化
教

育
に
関
す
る
特
別
な
ク
ラ
ス
や

活
動
を
主
催
し
て
い
ま
す
。
市

が
招
い
た
出
稼
ぎ
労
働
者
が
自

国
の
文
化
を
台
湾
市
民
に
紹
介

し
、
文
化
に
関
す
る
相
互
理
解

を
深
め
、
双
方
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

ま
し
た
。
現
地
の
友
人
と
、

台
湾
の
出
稼
ぎ
労
働
者
と
い

う
2
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
通
じ

て
、
彼
ら
が
直
面
す
る
多
く

の
困
難
を
知
っ
た
陳
氏
は
、

｢O
ne-Forty

」
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
が
自
分
に
で
き
る
最
善

の
支
援
だ
と
考
え
た
の
で
す
。 

「O
ne-Forty

」
と
い
う

こ
の
一
例
が
、
年
1
回
開
催
さ

れ
る
イ
ス
ラ
ム
教
の
文
化
を
紹

介
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
台
北
イ
ー

ド
・
ア
ル
＝
フ
ィ
ト
ル
」
で

す
。
ハ
ラ
ー
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

イ
ス
ラ
ム
人
の
歌
手
や
劇
団
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
文
化

体
験
ブ
ー
ス
な
ど
の
特
別
な
催

し
や
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
で
お
馴

染
み
の
楽
器
「
ウ
ー
ド
」
の
演

奏
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
書
道
体
験

な
ど
と
い
っ
た
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

04

名
前
の
由
来
に
つ
い
て
「
と

て
も
シ
ン
プ
ル
な
理
由
で

す
」
と
陳
氏
は
言
い
ま
す
。

｢

こ
の
組
織
を
設
立
し
た
当

時
の
台
湾
市
民
に
対
す
る
出

稼
ぎ
労
働
者
の
比
率
が
約
40

分
の
1
だ
っ
た
の
で
す
。
台

湾
の
人
々
が
こ
の
変
わ
っ
た

名
前
に
興
味
を
持
ち
、
台
湾
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「One-Forty

」
は
、
自
国

か
ら
離
れ
た
生
活
へ
の
適
応
を

支
援
し
て
い
る
ほ
か
、
出
稼
ぎ

労
働
者
た
ち
の
実
用
的
な
知
識

や
ス
キ
ル
獲
得
の
た
め
の
教
育

支
援
、
能
力
の
向
上
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
彼
ら
の

帰
国
後
の
財
政
的
な
自
立
手
段

の
提
供
も
目
標
の
1
つ
で
す
。

｢

貧
困
と
い
う
悪
循
環
を
断
ち

切
り
、
よ
り
良
い
将
来
へ
の
扉

を
開
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
陳
氏
は
補
足
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
「O

ne-Forty

」

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育

の
た
め
の
リ
ソ
ー
ス

提
供

05

04. 台北で行われる年次のイード・
アル＝フィトルは、イスラム文化
を学び、ウード演奏を体験する機
会を提供します。( 写真 / 台北市観
光伝播局 ）

05. One-Forty が 開 発 し た 教 材 の
「スタディパートナー学習キット」
は出稼ぎ労働者に北台湾華語を勉
強する内容でしかも台湾での日常
生活にも関わります。

は
、
台
湾
最
大
の
出
稼
ぎ
労

働
者
向
け
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
陳
氏
は
自
信
を

持
っ
て
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。
「
こ
れ
ま
で
に
、
延
べ

7
3
0
0
0
人
以
上
の
出
稼

ぎ
労
働
者
が
私
た
ち
の
学
習
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
教
育
施
設
で

は
、
台
湾
華
語
や
台
湾
語
の

習
得
、
台
湾
の
地
域
文
化
と

生
活
環
境
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ニ
ン
グ
と
い
っ
た

テ
ー
マ
の
ク
ラ
ス
が
対
面
形

式
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
」
。

一
般
的
に
出
稼
ぎ
労
働
者
の

唯
一
の
休
日
と
な
る
毎
週
日

曜
日
に
、
ク
ラ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

｢

施
設
に
来
れ
な
い
人
た
ち

に
向
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
も
開
設
し
ま

し
た
。YouTube

チ
ャ
ン
ネ

ル
『Sekolah O

ne-Forty

』

を
作
成
し
、
現
在
3
0
0
以

上
の
言
語
で
動
画
を
配
信
し

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
5
～

10
分
の
長
さ
な
の
で
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」
と
陳
氏
は
続

け
て
説
明
し
ま
す
。 

「One-Forty

」
で
は
、
台

湾
に
新
た
に
や
っ
て
く
る
出
稼

ぎ
労
働
者
向
け
に
、
1
年
間
の

遠
距
離
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
提

供
し
て
い
ま
す
。
台
湾
で
ど
う

に
か
生
計
を
立
て
ら
れ
る
状
態

か
ら
、
豊
か
に
暮
ら
せ
る
状
態

に
速
や
か
に
移
行
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
こ
と
に
特
化
し
て
い

ま
す
。
「
ス
タ
デ
ィ
パ
ー
ト
ナ

ー
学
習
キ
ッ
ト
は
、
言
語
学

習
、
台
湾
の
地
域
文
化
の
理
解

(

バ
ス
の
乗
車
、
買
い
物
、
病

院
の
受
診
な
ど
実
用
的
な
マ
ナ

ー
を
含
む
）
、
雇
用
主
と
の
よ

り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
特
化
し
た
、
物
理
的
な
教
科

書
と
オ
ン
ラ
イ
ン
補
足
学
習
を

組
み
合
わ
せ
た
画
期
的
な
リ
ソ

ー
ス
で
す
」
と
陳
氏
は
説
明
し

ま
す
。
労
働
者
は
、
彼
ら
専
用

の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
で

は
、
新
た
な
生
活
拠
点
で
新
し

い
友
人
を
見
つ
け
る
お
手
伝
い

を
し
つ
つ
、
教
育
動
画
や
ラ
イ

ブ
配
信
授
業
も
彼
ら
の
母
国
語

で
提
供
し
て
い
ま
す
。 

の
い
た
る
と
こ
ろ
で
暮
ら
し

て
い
る
出
稼
ぎ
労
働
者
が
、

自
分
た
ち
の
日
常
生
活
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
部
で
あ
る

こ
と
を
知
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」 

。

「One-Forty｣

は｢
す
べ
て

の
移
住
者
の
体
験
を
感
動
的
で

価
値
あ
る
も
の
に
す
る
」
を
モ

ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。
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A CITY FOR CHANGE

｢O
ne-Forty

」
が
直
面
す

る
最
大
の
問
題
は
、
出
稼
ぎ

労
働
者
が
不
誠
実
や
怠
惰
で

あ
る
、
地
元
民
か
ら
仕
事
を

奪
う
と
い
っ
た
、
社
会
に
は

び
こ
る
先
入
観
だ
と
陳
氏
は

説
明
し
ま
す
。
こ
こ
数
年
で
、

こ
う
し
た
先
入
観
は
か
な
り

改
善
さ
れ
た
も
の
の
、
や
る

べ
き
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
り

ま
す
。
「O

ne-Forty

」
で
は
、

地
元
民
と
出
稼
ぎ
労
働
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
「
隣
人
」

と
し
て
共
存
さ
せ
る
社
会
的

な
支
援
活
動
こ
そ
が
最
善
の

ア
プ
ロ
ー
チ
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。 

｢

社
会
に
は
び
こ
る
先
入

観
は
、
雇
用
主
側
の
不
信
感

に
つ
な
が
り
、
社
会
的
統
合

を
妨
げ
、
労
働
者
側
が
孤
独

感
や
疎
外
感
を
感
じ
て
し
ま

い
ま
す
」
と
陳
氏
は
説
明
し

ま
す
。
同
N
G
O
で
は
、
10

年
か
け
て
こ
う
し
た
偏
見
・

社
会
支
援
活
動
の
取

り
組
み
と
直
面
す
る

問
題
、
誇
ら
し
い
実

績

先
入
観
を
な
く
し
て
い
く
長

期
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
「
文
化

交
流
を
図
る
た
め
の
活
動
、

展
示
会
、
記
事
、
動
画
な
ど

を
通
し
、
す
べ
て
の
夢
が
平

等
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
な
が

ら
、
出
稼
ぎ
労
働
者
の
実
態

を
伝
え
て
い
ま
す
。
毎
年
重

要
な
機
会
と
な
る
の
が
、
人

気
の
『
台
北
イ
ー
ド
・
ア
ル

＝
フ
ィ
ト
ル
』
の
催
し
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
場
で
交
流

活
動
や
特
別
展
示
を
行
っ
て

い
ま
す
」
と
陳
氏
は
続
け
て

説
明
し
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
延
べ
10
万
人

以
上
の
市
民
が
、
同
N
G
O

の
社
会
支
援
活
動
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
「
私
た
ち
の
活

動
範
囲
も
着
実
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
22
の
都

市
と
地
方
が
対
象
で
す
」
と

陳
氏
は
話
し
ま
す
。 

労
働
者
は
帰
国
後
に
、
サ
ロ

ン
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
、
店
舗
や

ユ
ニ
ー
ク
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
「
帰
国
後
、

タ
ピ
オ
カ
ミ
ル
ク
テ
ィ
専
門
店

06　

06. One-Forty は台湾の出稼ぎ労働者の問題に関心を持つ若者たちで構成されています。
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07

08

07-08. One-Forty は出稼ぎ労働者に教育の機会を提供するだけで
なく、現地の文化を深く理解するための支援も行っています。

を
開
店
し
た
人
も
い
れ
ば
、
小

さ
な
羊
農
園
を
始
め
た
人
も
い

ま
す
。
労
働
者
の
帰
国
後
の
暮

ら
し
の
確
認
、
必
要
に
応
じ
た

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
の
継
続
的
な
支

援
、
帰
国
し
た
労
働
者
か
ら
ア

イ
デ
ア
を
募
り
サ
ー
ビ
ス
を
改

善
す
る
、
こ
の
3
つ
を
基
本
目

標
と
し
て
掲
げ
、
毎
年
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
に
チ
ー
ム
を
派
遣
し

て
い
ま
す
」 

。

｢One-Forty

」
の
影
響
力
の

大
き
さ
に
つ
い
て
、
「
自
社
の

出
稼
ぎ
労
働
者
の
た
め
に
、
特

別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
し
て
ほ
し
い

と
依
頼
し
て
く
る
台
湾
企
業
が

増
え
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
や
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
な
ど
の
昇
進
に
必
要
な
ス
キ

ル
を
取
得
す
る
労
働
者
が
増
え

て
い
る
の
で
す
」
と
陳
氏
は
補

足
し
ま
す
。

台
湾
政
府
と
同
N
G
O
が

行
う
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

は
、｢

す
べ
て
の
関
係
者
が
ウ

ィ
ン
ウ
ィ
ン
に
な
る
の
で
す
」

と
陳
氏
は
説
明
し
ま
す
。  

出稼ぎ労働者を支援するその他の NGO

国内初のNGO「Taiwan International Workers’ 
Association」（台湾国際労工協会）は、出稼ぎ
労働者へのサービス提供に特化しており、労働権
利のキャンペーンに積極的に取り組み、出稼ぎ労
働者自身の組織化を支援しています。 

❶ 台湾国際労工協会

「Global Workers’ Organization, Taiwan」（台湾
外国人就労者発展協会）は、機能・職業訓練を提
供し、雇用の仲介を行っています。 

❷ 台湾外国人就労者発展協会

「Rerum Novarum Center」（新事社会服務中
心）は、出稼ぎ労働者と台湾原住民コミュニティ
の労働組合に関する取り組みや、彼らに特化した
トレーニングに従事しています。 

❸ 新事社会服務中心

「Taiwan Association for Human Rights」（台湾
人権促進会）は、国内の人権ポリシーのモニタリ
ング、人権擁護、ワークショップ、ボランティア
トレーニング、さまざまな個別ケースのサポート
に従事しています。 

❹ 台湾人権促進会
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写真 / Samil Kuo
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大龍峒エリアにある大龍峒保安宮は、長い歴史を持つ重要な文化財です。

＠大龍峒保安宮
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FOOD & DRINKS

文：Kuan Yuan Chu　編集：下山敬之 　写真：Kungku Chen、Taiwan Scene

台北餃子ガイド

餃子は、近代の通貨が登場する以前の貨幣である元宝にその形が似ていることから、昔から幸運をも
たらす食べ物と信じられてきました。台北には食欲をそそる餃子専門店がたくさんあります。 

今回は、ライフスタイル雑誌『好感』やグルメ雑誌『食尚玩家』の編集長を務める専門家、徐延之（シ
ュー・イェンズー）氏をお招きし、一市民としての視点、そして業界人としての視点から台北の多彩な
餃子を紹介して頂きました。

01. 餃子は台湾における庶民の味です。
01
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「
台
北
の
人
々
に
と
っ
て

餃
子
は
、
日
常
の
中
に
あ
る

庶
民
の
味
で
す
」
と
徐
氏
は

言
い
ま
す
。
そ
の
詳
細
に
つ

い
て
、
餃
子
の
社
会
的
・
政

治
的
背
景
を
自
身
の
経
験
を

ま
じ
え
つ
つ
紹
介
し
て
く
れ

ま
し
た
。

社
会
史
的
な
観
点
か
ら
見

る
と
、
餃
子
は
1
9
4
8
年

台
北
の
人
に
と
っ
て

の
餃
子

か
ら
1
9
5
0
年
に
か
け
て

の
中
華
民
国
政
府
の
到
来
と
、

そ
れ
に
伴
う
数
百
万
人
規
模

の
移
民
に
よ
っ
て
、
台
湾
の

人
々
の
歴
史
と
生
活
に
溶
け

込
ん
だ
食
べ
物
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
中
国
北
部
か
ら
来

た
人
た
ち
が
、
餃
子
な
ど
小

麦
粉
を
使
っ
た
食
べ
物
を
台

湾
に
持
ち
込
ん
だ
の
で
す
。

｢
台
北
で
は
、
山
東
餃
子

店
、
青
島
餃
子
店
な
ど
、
中

国
の
地
名
が
入
っ
た
店
名
を

よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
そ
れ

も
そ
う
い
っ
た
歴
史
的
背
景

が
あ
る
か
ら
で
す
」
と
徐
氏

は
言
い
ま
す
。

1
9
7
0
年
代
に
な
る
と
、

餃
子
を
食
べ
る
こ
と
は
特
別

な
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
「
一
番
美
味
し
い

餃
子
は
？
と
聞
か
れ
た
ら
、

誰
も
が
『
お
母
さ
ん
が
作
っ

た
餃
子
』
と
答
え
る
で
し
ょ

う
」
。
各
家
庭
で
作
ら
れ
る

餃
子
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

02

03. 餃子の餡は味の決め手です。

02. メディア関連の仕事をしている徐延之氏は、餃子に関する知識が豊富です。

03

庭
の
味
が
あ
る
と
徐
氏
は
言

い
ま
す
。
「
子
供
の
こ
ろ
、

お
弁
当
に
手
作
り
の
餃
子
を

持
っ
て
学
校
へ
行
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
世
代
に
と
っ
て
は
、

日
本
の
お
弁
当
に
入
っ
て
い

る
梅
干
し
と
同
じ
で
、
学
校

で
の
昼
食
の
思
い
出
と
な
っ

て
い
ま
す
」
。
徐
氏
は
懐
か

し
い
経
験
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
「
お
弁
当
の
時
間
が
い

つ
も
楽
し
み
で
し
た
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

餃
子
は
昔
な
が
ら
の
料
理

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
腹
も

心
も
満
た
し
て
く
れ
る
餃
子

の
お
店
は
、
ど
の
街
に
も
あ

っ
て
、
忙
し
い
都
会
で
人
々

の
心
を
癒
す
よ
う
に
常
に
そ

こ
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
「
心

を
癒
し
て
く
れ
る
食
べ
物
で

あ
り
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
。
餃
子

と
は
そ
う
い
う
存
在
な
ん
で

す
」
と
徐
氏
は
言
い
ま
す
。
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餃
子
は
ど
の
家
庭
に
も
独

自
の
レ
シ
ピ
が
あ
り
、
台
北

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
べ
ら
れ

る
味
も
千
差
万
別
で
す
。
そ

こ
に
は
、
中
国
の
異
な
る
地

域
か
ら
の
移
民
が
何
世
代
に

も
わ
た
っ
て
集
ま
り
、
交
流

を
重
ね
て
き
た
都
市
で
あ
る

と
い
う
台
北
の
本
質
が
現
れ

て
い
る
と
徐
氏
は
指
摘
し
ま

す
。
「
街
そ
の
も
の
の
サ
イ

ズ
は
小
さ
い
で
す
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
々
や
文
化
の
る
つ

ぼ
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
」
。 

そ
の
た
め
、
台
北
の
餃
子

は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お

り
、
ほ
と
ん
ど
の
お
店
に
独

自
の
レ
シ
ピ
が
あ
り
ま
す
。

で
す
が
、
徐
氏
を
は
じ
め
台

北
に
住
む
多
く
の
人
に
と
っ

て
は
、
子
ど
も
の
頃
の
懐
か

し
い
味
が
今
で
も
一
番
の
お

気
に
入
り
で
す
。
「
餡
の
中

に
斬
新
な
具
材
を
使
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、
個
人
的
に
は
受
け
入
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
昔
な
が
ら
の
、

伝
統
的
、
本
格
的
な
餃
子
が

餃
子
の
名
店
探
し

好
き
な
ん
で
す
」
と
徐
氏
は

笑
っ
て
話
し
ま
す
。
「
イ
タ

リ
ア
人
に
と
っ
て
ハ
ワ
イ
ア

ン
ピ
ザ
が
屈
辱
的
で
あ
る
よ

う
に
、
私
に
と
っ
て
餃
子
と

い
う
の
は
キ
ャ
ベ
ツ
や
白
菜
、

ニ
ラ
な
ど
が
入
っ
て
い
る
べ

き
料
理
な
ん
で
す
よ
」
。

台
北
に
は
餃
子
の
名
店
が

点
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
味
を
持

っ
て
い
る
の
で
、
美
味
し
い

餃
子
を
探
す
こ
と
は
徐
氏
の

楽
し
み
な
の
だ
そ
う
で
す
。

｢

美
味
し
い
餃
子
に
出
会
う
と

い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
は
、
人
生

に
お
け
る
小
さ
な
幸
せ
で
あ

り
、
し
か
も
簡
単
に
つ
か
む

こ
と
が
で
き
ま
す
」
。

04. 鼎泰豊が提供する蒸し餃子の品質が安定し、
お店で働いている料理人の姿はよく知られてい
るシーンです。( 写真 / Taiwan Scene ）

04
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最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
水
餃

子
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
調
理
法
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。 

中
で
も
人
気
な
の
が
、

蒸
し
餃
子
（
蒸
餃
）
、
鍋
焼

き
餃
子
（
鍋
貼
）
、
焼
き
餃

子
（
煎
餃
）
で
す
。

蒸
し
餃
子
は
小
籠
包
に
似

て
お
り
、
木
製
の
せ
い
ろ
で

調
理
さ
れ
ま
す
。
店
に
よ
っ

て
は
、
せ
い
ろ
の
下
に
松
の

枝
を
敷
い
て
、
松
の
香
り
を

加
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
蒸
し
餃
子
と

水
餃
子
で
は
違
う
皮
を
使
っ

て
い
ま
す
。
蒸
し
餃
子
は
調

理
過
程
で
皮
が
固
く
な
っ
て

し
ま
い
や
す
い
の
で
す
。
こ

れ
を
避
け
る
た
め
に
、
生
地

を
熱
湯
で
練
る
と
餃
子
が
絶

妙
な
柔
ら
か
さ
に
な
り
ま
す
。

蒸
し
上
が
り
は
、
ゼ
リ
ー
の

よ
う
な
透
明
感
が
あ
り
、
味

も
ふ
ん
わ
り
濃
厚
で
す
。

鍋
焼
き
餃
子
も
焼
き
餃
子

も
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
き
上
げ

る
の
で
、
違
い
が
わ
か
ら
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

餃
子
の
種
類

し
、
形
は
全
く
違
い
ま
す
。

鍋
焼
き
餃
子
の
方
が
焼
き
餃

子
よ
り
も
長
く
、
通
常
は
皮

の
両
端
を
開
い
た
状
態
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
鍋
焼
き

餃
子
は
水
分
が
少
な
く
な
る

た
め
、
非
常
に
パ
リ
パ
リ
と

し
た
食
感
を
し
て
い
ま
す
。 

一
方
の
焼
き
餃
子
は
元
宝

の
形
に
似
て
お
り
、
鍋
焼
き

餃
子
よ
り
も
水
を
多
く
入
れ

て
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
き
上
げ

ま
す
。

徐
氏
に
よ
る
と
、
か
つ
て

の
台
湾
で
は
焼
き
餃
子
は
一

般
的
で
は
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
こ
の
形
状
の
も
の
は
主

に
鍋
物
の
具
材
で
し
か
見
か

け
ま
せ
ん
。
焼
き
餃
子
は
、

日
本
の
文
化
や
料
理
が
台
湾

に
伝
わ
っ
た
西
暦
二
千
年
の

こ
ろ
に
初
め
て
普
及
し
た
も

の
で
す
。
日
本
の
餃
子
は
皮

が
薄
く
、
味
も
濃
い
の
で
主

に
お
か
ず
と
し
て
食
べ
ら
れ

る
の
に
対
し
、
台
湾
で
は
主

食
と
し
て
食
べ
ら
れ
ま
す
。

水餃子

鍋焼き餃子

蒸し餃子

焼き餃子
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い
ま
す
。
特
に
龍
門
客
棧
餃

子
館
の
林
森
店
は
、
全
て
の

要
素
が
う
ま
く
調
和
し
た
お

店
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
て

い
ま
す
。

05

05. 餃子の食べ方はいろい
ろです。水餃子を牛肉スー
プや酸辣湯に入れて食べる
のは定番です。

｢
私
に
言
わ
せ
る
と
、
ま
ず

何
よ
り
重
要
な
の
は
皮
で
す
」

と
徐
氏
は
言
い
ま
す
。
生
地

と
皮
は
餃
子
を
口
に
入
れ
た

と
き
の
食
感
を
決
定
づ
け
ま

す
。
最
高
の
皮
は
、
手
作
り

の
出
来
立
て
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
一
番
の
違
い
は

そ
の
滑
ら
か
さ
。
も
ち
も
ち

の
食
感
は
、
出
来
立
て
の
皮

で
し
か
味
わ
え
ま
せ
ん
。

作
り
た
て
の
皮
は
、
餃
子

同
士
が
く
っ
つ
か
な
い
よ
う
に

小
麦
粉
を
多
め
に
使
う
の
で
、

唇
や
舌
に
触
れ
た
時
に
柔
ら
か

な
食
感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
機

械
で
作
っ
た
皮
は
薄
く
で
き
ま

す
が
、
乾
燥
す
る
と
硬
く
な
り

や
す
い
の
で
す
。 

皮
と
言
え
ば
、
お
い
し
い

鍋
焼
き
餃
子
と
焼
き
餃
子
の

重
要
な
要
素
と
し
て
、
餃
子

の
周
囲
に
で
き
る
「
羽
」
も

ポ
イ
ン
ト
。
こ
れ
が
パ
リ
ッ

と
楽
し
い
食
感
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
徐
氏
の
お
す
す
め

は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
台
北
の
ビ

具
の
組
み
合
わ
せ
も
美
味

し
い
餃
子
の
決
め
手
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
材
料
の

相
性
が
完
全
に
マ
ッ
チ
し
て

い
る
こ
と
が
肝
で
す
。
例
え

ば
、
徐
氏
お
す
す
め
の
レ
ス

ト
ラ
ン
「
三
老
村
」
で
は
、

魚
の
水
餃
子
が
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
魚
餃
子
の
具

は
、
中
に
入
っ
て
い
る
ニ
ラ

が
魚
の
淡
白
な
味
と
最
高
に

マ
ッ
チ
し
て
お
り
、
絶
妙
な

バ
ラ
ン
ス
を
演
出
し
て
い
る

の
で
す
。
ま
た
、
青
島
餃
子

館
で
は
、
豚
肉
の
餡
に
絶
妙

な
割
合
で
生
姜
を
混
ぜ
て
お

り
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
昔
な

タ
レ
も
非
常
に
重
要
な
要

素
で
あ
り
、
徐
氏
は
レ
ス
ト

ラ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
に
「
こ
の

お
店
で
は
ど
ん
な
タ
レ
を
置

い
て
い
ま
す
か
」
と
尋
ね
る

こ
と
で
、
そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

を
判
断
す
る
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
。
龍
門
客
棧
餃
子
館

の
よ
う
な
自
家
製
ソ
ー
ス
も

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
店
主

の
お
す
す
め
を
聞
き
な
が
ら
、

そ
の
お
店
の
最
高
の
味
を
想

像
し
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
醤
油
、
ご

ま
油
、
酢
の
３
つ
で
い
た
だ

く
の
が
定
番
で
す
。

こ
れ
ら
３
つ
の
要
素
だ
け

で
な
く
、
台
北
の
餃
子
店
で

は
、
副
菜
や
煮
込
み
料
理
も

含
め
た
総
合
的
な
美
食
体
験

が
満
喫
で
き
る
と
徐
氏
は
言

皮

具

タ
レ

ブ
グ
ル
マ
ン
に
選
出
さ
れ
た

信
義
区
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
都

一
處
（Do It True

）
」
。

こ
こ
の
「
褡
褳
火
焼
」

は
、
徐
氏
が
台
北
で
最
も
お

い
し
い
と
認
め
る
鍋
焼
き
餃

子
で
す
。

皮
は
パ
リ
ッ
と
香
ば
し

く
、
餡
を
し
っ
か
り
包
み
込

ん
で
ジ
ュ
ー
シ
ー
に
仕
上
が

っ
て
い
ま
す
。

が
ら
の
餃
子
が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
徐
氏
は
張
記
鍋
貼

牛
肉
麺
の
餡
に
つ
い
て
も
話

し
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
ニ

ラ
で
は
な
く
、
黄
ニ
ラ
を
使

っ
た
餡
は
、
他
店
と
は
一
線

を
画
し
て
い
る
の
だ
と
か
。

お
い
し
い
餃
子
の
条
件
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06

07

06. 日本の居酒屋や立ち飲みの文化からアイデアを得た臺虎居餃屋では、ビールと焼き
餃子を一緒に召し上がるのが完璧な組み合わせです。( 写真 / Taiwan Scene ）

07. 完璧な餃子には、それに合う一品料理が欠かせません。

おすすめ

中正区信義路二段 277 号住所
営業時間 11：00 ～ 20：30 ( 月曜日～金曜日 )

10：00 ～ 20：30 ( 土日 )

鼎泰豊 ( 新生店 )

蒸し餃子

鍋焼き餃子

信義区仁愛路四段 506 号住所
営業時間 11：00 ～ 14：00；17：00 ～ 21：00

都一處 ( 仁愛店 )

中正区延平南路 101 巷 6 号住所
営業時間 11：00 ～ 14：00；16：30 ～ 19：30  

( 土日定休 )

張記鍋貼牛肉麺

焼き餃子

大安区金華街 155 号住所
営業時間 16：00 ～ 23：30 ( 月曜日～木曜日 ) 

11：00 ～ 00：30 ( 金曜日～土曜日 )
11：00 ～ 23：30 ( 日曜日 )

臺虎居餃屋

水餃子

文山区木柵路三段 5 号住所
営業時間 11：30 ～ 14：30；17：00 ～ 20：30 

( 月曜日～土曜日 )   
( 日曜日定休 ) 

三老村

中山区龍江路 199 号住所
営業時間 11：00 ～ 14：00； 17：00 ～ 21：00  

( 月曜日～金曜日 )  
( 土日定休 )

青島餃子館

中正区林森南路 61 巷 19 号住所
営業時間 17：00 ～ 22：45 ( 月曜日定休 )

龍門客棧餃子館 ( 林森店 )
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文：Tina Teng、Yu-Wen Lin　編集：下山敬之 　写真：Yuskay Huang、台北犁記、福利麺包

台湾には伝統的な焼き菓子「糕餅（ガオビン）」があります。主な材料は小麦粉や砂糖、手作り
の餡で、中秋節や結婚式、祭事の際に贈られます。この他にも 19 世紀の日本統治時代には、和菓
子や西洋のパンが台北に広まり、戦後のグローバル化の影響を受けて、現在ではコンビニの定番商
品となりました。

時代が進むにつれて老舗の菓子店は、台湾の人たちにとって無くてはならないものになり、その
匂いを嗅ぐだけで当時の様子を思い出すほど深く根ざしたのです。加えて、現在では台湾各地の名
産品であるフルーツを使った菓子作りも始まっています。

19 世紀に創業した伝統的な中華菓子専門店「台北犁記」、20 世紀初期に創業した和菓子屋「明
月堂」、戦後に西洋のパンと菓子を台湾に取り入れた人気ベーカリー「福利麺包」、これらはいず
れも台北にある隠れた老舗の菓子店です。どのお店も変わらない味を提供し続けているだけでなく、
都会の中に人情味あふれる憩いの場を提供しています。

01

01. パイナップルケーキは、観光客だけでなく地元のお客さんにも人気です。

台北にある伝統的な菓子店



55 54TAIPEI SPRING  2023

02. 緑豆入り月餅の餡は甘く、香ばしい風味が特徴です。

03. デーツ入りの松の実パイはここ最近、非常に人気が
あります。

04. 定番の卵黄ケーキは台北犁記の看板商品です。

02 03 04

中山区の長安東路二段にある台北犁記は、春節
や中秋節の時期になると伝統の糕餅を求める人た
ちで長蛇の列ができます。主要な商品は、パイナ
ップルケーキや緑豆入りの月餅、太陽餅などです。
保存期間は 1 ～ 2 週間と比較的長めで、持ち運び
にも便利なパッケージとなっているので、観光客
に人気があります。

台湾の糕餅は、緑豆をペースト状にした濃厚で
柔らかい餡が入ったものが主流です。皮をむいた
緑豆を 1 時間以上蒸したら、煎って乾燥させ、砂
糖やクルミ、豚肉でんぶなどと合わせます。それ
によって生まれる甘さとしょっぱさが入り混じっ
た絶妙な風味が特徴です。また、卵を使わずに作
った外側の白い薄皮も繊細でフワフワとした食感
が楽しめます。

台北犁記は緑豆菓子の専門店として創業したお
店で、当初から黄金色の餡を作り続けてきました。
この特徴的な餡は、緑豆に卵黄を加えて作られて
います。この他にも小豆やデーツ（ナツメヤシ）
を使用した卵黄ケーキなどもあります。ベテラン
の従業員たちの中では特に、ナツメと蓮の実をピ
ューレ状にしたデーツの餡が人気です。

同店では台湾名物のパイナップルケーキも販売
していて、日本や韓国からの観光客がよく訪れま
す。伝統的なパイナップルケーキの餡といえば冬
瓜（トウガン）でしたが、近年では台湾産のパイ
ナップルを使用した種類も誕生しました。パイナ

ップルを使用することで、南国のフルーツならで
はの酸味と香り、そして繊維質な果肉の食感も楽
しめます。

さらに、台北犁記では珍しいデーツ入りの松の
実パイやパイ生地をベースとした小豆の卵黄ケー
キなども販売しています。パイ生地にすることで
口当たりが柔らかくなっています。どれを買って
いいか分からない人には「平安禮盒」というセッ
トがオススメです。

この 3 年間、台北犁記では新型コロナウイルス
感染拡大の影響を受け、オンラインによる注文が
増えたそうです。そのため、現在では一部の商品
に限り、香港とマカオへの配送ができます。ただ、
店舗のほうが取り扱っている商品数が多いので、
多くのお客さんは直接店舗へ足を運んでいます。

台北犁記 伝統中華菓子の名店
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明月堂は日本統治時代に創業した正統派の和菓
子店です。ほのかな甘さと繊細な食感のあんこが
特徴の和菓子は、お茶請けとして多くの人に親し
まれています。

明月堂が創業した 1935 年当時、台湾総督府に近
い栄町には数多くの和菓子店が並んでいました。
現在の店主はまもなく 90 歳を迎える 2 代目の周宜
文（ジョウ・イーウェン）氏。80 年以上に渡り、
台湾にある日系企業、お菓子やお茶の愛好家たち
から愛され続けてきました。

和菓子の真髄であるあんこ作りは、非常に繊細
な工程を要します。まず不純物を除去するために
小豆を煮て、そこから渋みを抑えるためにろ過を
繰り返さなければいけません。そこから裏ごしを
して滑らかにするとこしあん、粒を残せばつぶあ
んができます。この他にも甘納豆や羊かん、もな
かの餡などにアレンジも可能です。明月堂は台北
市内に 2 店舗あり、それぞれ小豆を使用した 6 種
類のお菓子を販売しています。

人気の商品は春限定で販売されるイチゴ大福。
数量に限りがあるので、お買い求めの際は事前予

約が必須です。大福の皮にはペースト状にしたも
ち米を使用しており、他では味わえない独自の食
感が楽しめます。この他にも栗大福や豆大福など
季節ごとの商品も販売しています。ただし、季節
限定の和菓子や大福は日持ちしないので、その日
のうちに食べきるようにしましょう。

明月堂 米と小豆で表現する至高のアート

05

06

07

05. 明 月 堂 の 小 さ い 店
舗はいつも多くのお客
さんで賑わっています。
( 写真 / Yuskay Huang ）

06. 和 菓 子 は 季 節 や 見
た目の特徴にあったユ
ニークな商品名をつけて
います。( 写真 / Yuskay 
Huang ）

07. 春 限 定 の イ チ ゴ 大
福 は、 酸 味 と 甘 味 の バ
ラ ン ス が と れ た デ ザ ー
ト です。( 写 真 / Yuskay 
Huang ）
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福利麺包は台北の西洋式ベーカリーの先駆けと
なったお店です。創業した 1949 年当時は、アメ
リカの軍事顧問へパンの供給を行っていました。
ラインナップはクラシックなフランスパンや懐か
しい台湾式のお菓子、中東のピタパン、素朴なビ
スケットなどで、その種類の豊富さから「パンの
国連」という愛称で親しまれています。

長年に渡り愛されている商品はガーリックフラ
ンスパン。雲林県産の新鮮なニンニクとニュージ
ーランド産バターを使用しており、濃厚な風味が
楽しめます。他にも砂糖不使用で、ナッツの食感
と風味が特徴的な「宝島穀物老麺面包（台湾風サ
ワードウ）」も人気です。

旅行者におすすめなのは、2 週間以上日持ちす
るトルティーヤチップス。天然の植物油で粉状に
したトウモロコシを焼き、シナモンパウダーと砂
糖をまぶして完成です。ベジタリアンでもお召し
上がり頂けます。

08

09

10

08. 福利麺包では、種類豊富なパンやクッキ
ー、ケーキの他に軽食も販売しています。( 写
真 / 福利麺包 ）

09. 福利麺包は 70 年以上の老舗で、パンが
西洋式に見えますが、本格的な台湾の味がし
ています。( 写真 / 福利麺包 ）

10. 非常に人気のあるガーリックフランスパ
ンは、焼き上がるとすぐに売り切れてしまい
ます。( 写真 / 福利麺包 ）

福利麺包 世界のパン大集合
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文：Kuan Yuan Chu　編集：下山敬之 　写真：Samil Kuo、Taiwan Scene、Yi Wen Tsao、ティム・ベルジ

ラジオパーソナリティが見た台北

2022 年、台北はライフスタイル誌『Monocle』による「最も住みやすい都市」第 10 位に選出さ
れました。出入国を管理する內政部移民署が発表している最新の統計によると、現在、台北市には
約 7 万人の外国人が居住しています。台北のラジオ局でゼネラルマネージャーを務めるティム・ベ
ルジ (Tim Berge) 氏もまた、海外から台湾に移住した外国人の 1 人です。

エレガントでシックなスタイルを好むベルジ氏は、長身でスリムな体型をしていて、「できるな
ら毎日でも着たい」と語るほどお気に入りのポール・スミスの黒ブレザーと洒落たネクタイを着こ
なしています。しかし、いざ話してみると、ベルジ氏の「台湾人」ぶりに大いに驚かされることで
しょう。温厚でフレンドリーな物腰とネイティブさながらの流暢な中国語。台湾在住歴 30 年以上
というのも納得です。

01

01. ICRT のマネージャーを務めるティム ･ ベルジ氏は、ラジオ業界に 30 年以上勤め、台北という
街とメディアの発展に携わってきました。 
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02

03

太
平
洋
の
大
海
原
の
遥
か

彼
方
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
ミ
ネ
ア
ポ

リ
ス
で
育
っ
た
ベ
ル
ジ
氏
は
、

世
界
中
を
回
っ
て
い
た
巡
業
宣

教
師
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
魅
力

的
な
話
を
よ
く
耳
に
し
て
い
た

と
言
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、
広

大
な
海
の
ど
こ
か
に
台
湾
と
い

う
小
さ
な
島
が
あ
る
こ
と
を
知

る
の
で
す
。

ベ
ル
ジ
氏
は
東
ア
ジ
ア
文

化
へ
の
関
心
を
高
め
、
将
来

は
台
北
に
定
住
す
る
こ
と
を

決
意
し
ま
す
。
事
実
、
大
学

時
代
の
外
国
語
の
授
業
で
は

北
京
語
と
ロ
シ
ア
語
を
選
考

し
ま
し
た
。
「
当
時
は
、
お

前
は
共
産
主
義
者
な
の
か
、

な
ど
と
言
わ
れ
た
も
の
で
す
」

と
ベ
ル
ジ
氏
は
笑
い
な
が
ら

振
り
返
り
ま
す
。

ベ
ル
ジ
氏
は
中
国
語
の
上

達
の
た
め
に
、
大
学
の
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
1

年
間
香
港
で
生
活
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
夏
休
み
を
利
用
し

て
、
か
つ
て
異
国
の
地
に
つ

い
て
た
く
さ
ん
の
話
を
聞
か

せ
て
く
れ
た
宣
教
師
を
訪
ね
、

想
像
す
る
だ
け
だ
っ
た
生
活

を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
を

決
断
。
1
9
7
9
年
、
ベ
ル

ジ
氏
は
初
め
て
台
湾
の
地
を

踏
ん
だ
の
で
す
。

台
湾
に
到
着
し
た
と
き
の

第
一
印
象
を
尋
ね
る
と
、
香

港
で
の
経
験
と
比
較
し
「
台

湾
は
本
当
に
良
か
っ
た
。
台

湾
が
も
た
ら
し
て
く
れ
た
感

台
湾
の
第
一
印
象

02. 第 42 代アメリカ合衆国副大統
領ウォルター・モンデールの妻ジョ
ーン・モンデール氏が文化交流のた
めに台北にきたとき、ベルジ氏がハ
ワードプラザホテル台北に彼女と会
話。( 写真 / ティム ･ ベルジ ）

03. バイリンガルの道路交通情報リ
ポーターからマネージャーまで、ベ
ルジ氏は常に仕事を楽しみ、新しい
挑戦を続けています。

覚
は
、
よ
り
リ
ア
ル
な
も
の

で
し
た
」
と
ベ
ル
ジ
氏
は
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
香
港
の
問
題
点

と
し
て
、
序
列
や
社
会
的
・

経
済
的
な
地
位
を
過
度
に
重

視
す
る
傾
向
が
あ
る
そ
う
で

す
。
そ
れ
に
比
べ
、
人
と
人

と
の
真
の
つ
な
が
り
が
あ
る

点
が
、
台
湾
の
魅
力
の
1
つ

だ
と
言
い
ま
す
。
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い
な
い
の
か
、
な
ど
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
よ
」
と
ベ
ル

ジ
氏
は
笑
い
ま
す
。
「
ア
メ

リ
カ
な
ら
、
食
後
す
ぐ
に
仕

事
を
始
め
ま
す
」
。

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
も
時
間
と
と
も
に
気
に
な

ら
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
1
9
9
1
年
に
ラ

ジ
オ
局
I
C
R
T
に
入
社
。

放
送
業
界
で
の
キ
ャ
リ
ア
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
台
湾
の
第
一

印
象
が
良
か
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
よ
り
良
い
中
国
語
学
習
環

境
が
得
ら
れ
る
と
い
う
希
望

を
胸
に
ベ
ル
ジ
氏
は
再
び
渡

台
。
1
9
8
1
年
に 

国
立
台

湾
師
範
大
学
の
中
国
語
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
1
9
8
8

年
か
ら
は
台
湾
で
仕
事
を
始

め
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
台
湾
に
住
み
始

め
た
当
初
は
、
文
化
的
、
環

境
的
な
シ
ョ
ッ
ク
の
連
続
で
、

桃
園
の
空
港
か
ら
台
北
へ
向

か
う
と
き
に
、
ふ
と
「
僕
は

何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と

思
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
い
ま

す
。
当
時
の
台
湾
は
、
交
通

事
情
が
非
常
に
乱
雑
で
、
気

候
も
身
体
に
合
わ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
一
時
は
毎
日
の

よ
う
に
体
調
を
崩
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
も
、
当
時
は
戒

厳
令
が
敷
か
れ
て
お
り
、
人
々

は
恐
怖
に
怯
え
、
地
域
社
会

が
閉
鎖
的
だ
っ
た
こ
と
を
彼

は
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
局
で
の
仕
事
は
、

英
語
と
流
暢
な
中
国
語
の
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
で
交
通
情
報
を

伝
え
る
キ
ャ
ス
タ
ー
業
務
を

担
当
。
「
キ
ャ
プ
テ
ン
・
テ

ィ
ム
」
と
い
う
可
愛
ら
し
い

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
つ
き
ま
し

た
。
当
時
の
台
北
の
交
通
事

情
に
つ
い
て
、
彼
は
率
直
に

こ
う
話
し
ま
す
。
「
本
当
に

ひ
ど
か
っ
た
。
時
に
は
、
信

じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
長
時
間

の
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
」
。 

｢

私
と
同
世
代
の
台
湾
の
若
者

は
、
自
由
に
踊
っ
た
り
飲
ん

だ
り
し
て
楽
し
め
る
よ
う
な

場
所
に
行
く
勇
気
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
ベ
ル
ジ

氏
は
語
り
ま
す
。 

台
湾
で
働
き
始
め
て
す
ぐ
、

誰
も
が
上
司
に
対
し
て
や
や

卑
屈
な
態
度
を
と
る
と
い
う

オ
フ
ィ
ス
文
化
に
気
づ
き
、

こ
れ
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。
「
お

世
辞
を
言
う
こ
と
は
悪
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

そ
れ
が
行
き
過
ぎ
る
と
問
題

で
す
」
。
ベ
ル
ジ
氏
は
母
か
ら

言
わ
れ
た
言
葉
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。｢

い
い
言
葉
が
思

い
浮
か
ば
な
い
な
ら
、
何
も
言

わ
な
い
こ
と
。tiam

-tiam
 (

台

湾
語
で
黙
る
の
意)

で
す
」
。

外
国
人
の
口
か
ら
こ
ん
な
言

葉
を
聞
い
た
ら
、
台
湾
人
は

び
っ
く
り
す
る
で
し
ょ
う
。

も
う
ひ
と
つ
、
ベ
ル
ジ
氏

が
不
思
議
に
思
っ
た
の
は
、

台
湾
の
労
働
者
が
昼
休
み
に

み
ん
な
昼
寝
を
し
て
い
る
こ

と
で
す
。｢

ア
メ
リ
カ
人
が
見

た
ら
、
そ
ん
な
に
疲
れ
て
い

る
の
か
と
か
、
昨
晩
は
寝
て

台
北
の
交
通
事
情
は
現
在

と
比
べ
て
最
悪
で
、
M
R
T

が
開
業
し
て
か
ら
は
、
は
る

か
に
良
く
な
っ
た
と
彼
は
言

い
ま
す
。

と
は
い
え
、
ひ
ど
い
渋
滞

を
事
前
に
予
測
で
き
た
こ
と

は
彼
に
と
っ
て
良
い
こ
と
で

し
た
。
最
新
情
報
が
間
に
合

わ
な
い
と
き
は
、
警
察
署
や

交
通
課
に
電
話
を
か
け
た
り
、

他
の
ラ
ジ
オ
局
の
放
送
を
聴

い
た
り
、
時
に
は
自
分
の
持

っ
て
い
る
情
報
だ
け
を
頼
り

に
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
「
結
局
、
い
つ

も
渋
滞
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

渋
滞
し
て
い
ま
す
。
思
っ
た

こ
と
を
言
っ
て
い
る
だ
け
で

す
が
、
結
局
は
そ
れ
が
当
た

る
ん
で
す
」
。

Google

も
な
く
、
携
帯
電

話
さ
え
も
な
い
時
代
だ
っ
た

の
で
、
待
ち
合
わ
せ
の
場
所

と
時
間
を
決
め
た
ら
、
お
互

い
が
そ
れ
を
守
る
よ
う
祈
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

｢
1
時
間
く
ら
い
の
遅
刻
は
マ

シ
だ
っ
た
時
代
で
す
」
と
彼

は
振
り
返
り
ま
す
。

ベ
ル
ジ
氏
は
若
い
頃
、
「
あ

な
た
の
こ
と
知
っ
て
い
ま
す

よ
」
と
、
よ
く
話
し
か
け
ら

れ
た
そ
う
で
す
。
当
時
は
、

メ
デ
ィ
ア
の
種
類
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
く
、
洋
楽
を
聴
き

た
け
れ
ば
I
C
R
T
し
か
な

い
時
代
だ
っ
た
の
で
、
ベ
ル

ジ
氏
の
声
は
有
名
で
し
た
。

現
在
で
は
、
ラ
ジ
オ
局
の

数
や
他
の
メ
デ
ィ
ア
も
格
段

に
増
え
た
た
め
、
I
C
R
T

に
は
昔
ほ
ど
の
影
響
力
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ベ
ル
ジ
氏
は
学

校
で
の
講
演
活
動
に
も
勤
し

ん
で
い
ま
す
が
、
聴
衆
で
あ

る
大
学
生
は
ラ
ジ
オ
さ
え
ほ

ぼ
知
ら
な
い
と
言
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
を
聴
く
学
生
が
全
く

い
な
い
わ
け
で
は
な
い
で
す

が
、
自
ら
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て

楽
し
む
よ
り
か
は
、
親
の
車

の
中
な
ど
で
受
動
的
に
聴
い

て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
ベ
ル
ジ
氏
は
「
ラ
ジ
オ

リ
ス
ナ
ー
に
は
2
つ
の
傾
向

台
湾
の
文
化
に

触
れ
る

交
通
リ
ポ
ー
タ
ー
の

緻
密
な
観
察

変
化
す
る
メ
デ
ィ
ア 

エ
コ
ロ
ジ
ー
へ
の
取

り
組
み
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04

が
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
指

摘
し
ま
す
。
「
ま
ず
、
リ
ス

ナ
ー
自
体
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
リ
ス
ナ

ー
が
ど
ん
ど
ん
高
齢
化
し
て

い
る
こ
と
で
す
」
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

放
送
局
と
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の

露
出
を
い
か
に
増
や
す
か
が
、

ベ
ル
ジ
氏
の
課
題
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
彼
が
指
揮
を
執
る

I
C
R
T
は
、
新
し
い
メ
デ
ィ

ア
の
ト
レ
ン
ド
に
従
っ
て
変
貌

04. 放送局でラジオ番組を制作するだけでなく、ベルジは ICRT Battle of the 
Bands のような音楽イベントを開催し、勝者の音楽を局で放送するなど、ス
タジオの外での仕事も展開しています。 ( 写真 / ティム ･ ベルジ ）

を
遂
げ
て
い
ま
す
。
I
C
R
T

は
現
在
、
局
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

ア
プ
リ
、Podcast

、
さ
ら
に

は Facebook 

や Instagram
 

な
ど
の
S
N
S
と
い
っ
た
他

メ
デ
ィ
ア
へ
の
拡
張
に
注
力
し

て
い
ま
す
。 

｢

ク
ロ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
、
ク
ロ
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
す
」

と
ベ
ル
ジ
氏
は
話
し
ま
す
。

番
組
を
ひ
と
つ
の
メ
デ
ィ
ア

で
は
な
く
、
音
声
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
と
ら
え
、
あ
ら
ゆ

る
メ
デ
ィ
ア
領
域
に
拡
散
・

流
通
さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
と

彼
は
考
え
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
単
に
番
組
を
収
録
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
他
の
メ
デ

ィ
ア
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を
宣
伝

す
る
方
法
を
模
索
し
た
り
、

ス
タ
ジ
オ
の
外
で
ラ
イ
ブ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
し
て

い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な

傾
向
を
前
に
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
は
私
た
ち
を
豊
か
に
す
る

た
め
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い

と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

む
し
ろ
、
人
々
が
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
奉
仕
し
て
い
る
よ
う

に
さ
え
思
え
ま
す
。
そ
れ
は

と
て
も
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
」

と
ベ
ル
ジ
氏
は
話
し
ま
す
。

ベ
ル
ジ
氏
は
、
自
身
が

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め

る
「En

glish
-sp

eakin
g 

station

」
を
通
じ
て
、
リ
ス

ナ
ー
が
世
界
と
繋
が
る
き
っ
か

け
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

彼
は
英
語
の
ラ
ジ
オ
を
聞
く
こ

と
は
、
英
語
力
の
向
上
に
非
常

に
役
立
つ
と
主
張
し
ま
す
。 

｢

ラ
ジ
オ
で
話
さ
れ
る
言
葉

は
、
実
生
活
で
も
有
用
で
す
」

と
彼
は
言
い
ま
す
。
映
画
や
テ

レ
ビ
番
組
な
ど
の
他
メ
デ
ィ
ア

と
比
べ
、
ラ
ジ
オ
で
議
論
さ
れ

る
問
題
は
よ
り
実
生
活
と
密
接

に
関
係
し
て
お
り
、
ラ
ジ
オ
か

ら
聞
こ
え
て
く
る
言
葉
は
、
日

常
の
ほ
と
ん
ど
の
場
面
に
応
用

で
き
る
一
般
的
な
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
ベ
ル
ジ
氏
の
チ

ー
ム
は
、
台
湾
な
ら
で
は
の

切
り
口
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作

成
し
、
あ
え
て
台
湾
人
に
関

言
語
と
文
化
の
架
け

橋
と
な
る
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連
す
る
内
容
を
選
ん
で
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
リ
ス

ナ
ー
の
生
活
に
密
着
し
た
番

組
と
な
り
、
ひ
い
て
は
台
湾

の
リ
ス
ナ
ー
が
台
湾
の
問
題

を
英
語
で
語
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
す
。

台
北
で
初
め
て
仕
事
を
し

た
日
、
陽
明
山
と
北
投
の
緑

が
ベ
ル
ジ
氏
の
心
を
捉
え
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も

の
、
勤
務
す
る
放
送
局
が
移

転
し
て
も
、
彼
は
ず
っ
と
こ

の
地
域
に
住
み
続
け
て
い
ま

す
。
「
北
投
は
山
が
近
く
て
、

環
境
も
美
し
く
、
と
て
も
気

に
入
っ
て
い
ま
す
。
空
気
が

澄
み
切
っ
て
い
て
、
鳥
の
さ

え
ず
り
が
優
し
く
響
き
、
毎

朝
、
緑
に
囲
ま
れ
て
目
覚
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
を

落
ち
着
か
せ
て
く
れ
る
環
境

な
ん
で
す
」
と
ベ
ル
ジ
氏
は

話
し
ま
す
。

台
北
の
食
に
つ
い
て
は
、

街
中
に
点
在
す
る
小
さ
な
食
堂

台
北
で
送
る
平
凡
か

つ
健
康
的
な
生
活

が
お
気
に
入
り
で
、
何
年
も
通

う
ほ
ど
思
い
入
れ
の
あ
る
お
店

も
あ
る
そ
う
で
す
。
「
牛
肉
麺

が
食
べ
た
く
な
っ
た
ら
、
中
正

区
の
桃
源
街
や
大
安
区
の
永
康

街
に
行
き
ま
す
。
お
い
し
い
牛

肉
麺
が
食
べ
ら
れ
る
ん
で
す

よ
。
中
正
区
の
龍
門
客
棧
の
餃

子
も
い
い
で
す
ね
」
。
ま
た
、

近
年
は
老
舗
飲
食
店
の
閉
店
も

続
き
、
寂
し
さ
も
感
じ
て
い
る

よ
う
で
す
。
「
台
湾
に
は
お
い

し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
馴
染
み
の
店
が
な
く
な
る

度
に
残
念
に
思
い
ま
す
」
。

彼
は
日
常
的
な
台
北
で
の

一
日
に
つ
い
て
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
「
私
の
日
常
は

そ
ん
な
面
白
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
よ
。
毎
日
同
じ
こ
と
を

や
っ
て
い
ま
す
」
。
毎
朝
、
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
新
聞
を
読

み
、
1
時
間
ほ
ど
ジ
ョ
ギ
ン
グ

や
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
し
て
か
ら

ラ
ジ
オ
局
に
出
社
。
退
屈
な
ル

ー
テ
ィ
ン
に
見
え
ま
す
が
、
こ

の
健
康
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
、
彼
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で

若
々
し
い
表
情
に
表
れ
て
い
ま

す
。
60
歳
を
超
え
て
い
る
と
聞

05. ベルジ氏は北投の環境が好きなのでここに台北暮らしを楽しんでいます。( 写真 / Yi Wen Tsao ）
05
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様
々
な
文
化
と
四
季
折
々

の
独
特
で
魅
力
的
な
気
候
こ
そ

が
、
彼
が
こ
の
台
北
に
住
み
続

け
る
理
由
で
す
。
寒
さ
の
厳
し

い
故
郷
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
や
、
一

年
中
温
暖
な
台
湾
南
部
と
比
べ

る
と
、
台
北
は
ち
ょ
う
ど
い
い

と
ベ
ル
ジ
氏
は
考
え
ま
す
。 

｢

台
湾
南
部
は
暑
す
ぎ
て
ス
ー

ツ
が
着
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

耐
え
ら
れ
な
い
。
ス
ー
ツ
を
着

る
の
が
好
き
な
ん
で
す
」
。

台
北
で
30
年
以
上
暮
ら
し
、

台
北
の
食
文
化
を
楽
し
ん
で
き

た
ベ
ル
ジ
氏
で
す
が
、
時
に
は

自
分
へ
の
ご
褒
美
と
し
て
、
良

質
な
西
洋
料
理
を
満
喫
し
た

り
、
家
で
料
理
を
楽
し
む
こ
と

も
あ
る
と
言
い
ま
す
。
幸
い
、

台
北
は
ど
ち
ら
も
難
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ソ
ナ

台
北
の
好
き
な 

と
こ
ろ

き
、
驚
い
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

の
顔
を
見
た
ベ
ル
ジ
氏
は
、
笑

い
な
が
ら
、
若
さ
の
秘
訣
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
「
そ
れ
は

運
動
で
す
！
」
。

リ
テ
ィ
と
し
て
、
映
画
鑑
賞
や

そ
の
他
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

楽
し
む
こ
と
も
多
い
彼
で
す

が
、
台
北
は
国
内
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
る
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。

彼
が
初
め
て
台
北
の
地
を
踏
ん

だ
時
と
比
べ
、
台
北
は
国
際
的

な
都
市
に
な
っ
た
と
彼
は
実
感

し
て
い
ま
す
。

台
北
が
他
の
都
市
と
比
べ

て
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
親
し
み

や
す
く
、
友
好
的
で
、
ど
ん
な

旅
行
者
も
歓
迎
す
る
点
で
す
。

｢

香
港
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ

ン
ド
ン
と
い
っ
た
都
市
は
、
お

金
が
あ
れ
ば
住
み
や
す
い
で
し

ょ
う
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
話

は
別
で
す
。
台
北
の
い
い
と
こ

ろ
は
、
お
金
持
ち
で
な
く
て

も
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
場
所
に
住

め
る
こ
と
で
す
」
と
ベ
ル
ジ
氏

は
話
し
ま
す
。
彼
は
、
先
に
述

べ
た
他
の
国
際
都
市
と
比
較
し

て
も
、
台
湾
は
特
に
住
み
や
す

い
場
所
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
台
湾
で
は
社
会
階
層
を
問

わ
ず
、
一
定
水
準
の
生
活
を
確

保
で
き
る
の
で
す
。

06
06.  ベルジ氏が好きな台湾料理のひとつは牛肉麺です。( 写真 / Taiwan Scene ）



旅のお役立ち情報
TRAVEL INFO

バス情報

大人：現金、EasyCard いずれも 1 区間ごとに 15 元
学生：現金は 1 区間ごとに 15 元、EasyCard の場合は 1 区間ごとに 12 元 
( 学生証の提示が必要 )
身長 115cm 未満あるいは満 6 歳の小人 ：身分証がある場合は無料

乗車運賃： バスの路線情報：

Taipei eBus
ebus.gov.taipei

YouBike は台北市の公共レンタサイクルで、EasyCard やクレジットカードでレンタルが可能です。利用料金は 30 分ごとに発生し、レンタル時間の長さに
よって変動します。詳細は以下を参照してください。

YouBike のレンタル会員になりたい方は、こちらのページよりご登録ください：youbike.com.tw/region/taipei/register/

YouBike 情報

30 分以內

5 元

30 分 〜 4 時間以内

30分ごとに 10 元

4 時間 〜 8 時間以内

30分ごとに 20 元

8 時間以上

30分ごとに 40 元

EasyCard iPASS

チャージするだけで MRT( 都市交通システム ) など公共交通機関やコンビニエンスストア、特約
商店での小額決済ができます。レンタサイクルの YouBike にも使えます。購入は MRT やコンビ
ニなどの取扱店で。

電子マネー：

切符：

NT$150 
MRT 1 デイパス

NT$180 
24時間パス

NT$280 
48時間パス

NT$380 
72 時間パス

営業時間：06:00 ～ 24:00　　24 時間お客様専用ダイヤル：(02)218-12345台北 MRT

無限周遊カード
有効期間は 

1 日 /2 日 /3 日券 
NT$1,500/1,900/2,200 元 

交通周遊カード 
有効期間は 

1 日 /2 日 /3 日 /5 日 /  
猫空ロープウェー 1 日券 

NT$180/310/440/700/350 元

12 の素敵な観光地＋交通機関乗り放
題の「無限周遊カード」、交通機関
乗り放題の「観光スポット周遊カー
ド」、「交通周遊カード」の 3 種類。
有効期限内に台北市と新北市、基隆市
を思う存分遊ぶことができます。

観光スポット周遊カード
2 日 /3 日 /4 日券 

NT$650/850/1,050 元

北北基おもしろカード

旅のインフォメーション

交通部観光局 24 時間対応、無料の旅行情報ホットライン :  0800-011-765
外国人在台生活相談 : 1990
台北市民ホットライン : 1999（市外 02-2720-8889）
台北トラベルネット : travel.taipei/ja  
( 中、英、日、韓、タイ語、インドネシア語、ベトナム語、スペイン語による市内観光情報 ) 台北市ダブルデク観光バス

TEL: (02)8791-6557 EXT. 30

IC トークン ( 片道切符 )
NT$20 ～ 65 






